
舞鶴工業高等専門学校学業成績の評価並びに学年の 

課程の修了及び卒業の認定に関する規程（準学士課程） 
 

 昭和４４年４月１日施行   

令和３年１２月８日一部改正 

   第１章 総則 

 （目的） 

第１条 この規程は，舞鶴工業高等専門学校学則（以下「学則」という。）第１５条に規定

する学年の課程修了及び卒業認定等について定めることを目的とする。 

 

   第２章 学業成績の評価 

 （学業成績の評価） 

第２条 学業成績の評価は，前期科目若しくは後期科目については学期の評価を行うもの

とし，通年科目については学年の評価を行うものとする。 

２ 学業成績の評価は，当該科目について予め目標とした事項を学生が修得したか否か，ま

た，学生の能力がそれまでの学習の下で期待されるレベルまで到達したか否かについて

行うものとする。 

３ 前項に規定される評価は，可能な限り客観的かつ総合的でなければならない。 

第３条 学業成績の評価は，１００点法によって行う。 

２ 評価は，次の区分基準により評語で示すことができる。 

 

区分基準 標語 合否 
１００ ～  ９０ Ａ＋ 

合格 
８９ ～ ８０ Ａ 
７９ ～ ７０ Ｂ 
６９ ～ ６０ Ｃ 
５９ ～  ０ Ｆ 不合格 

 

３ 「卒業研究」及び「卒業研究・卒業設計」並びに校長が教員会議の議を経てこれに準ず

ると認めた科目の評価については，「合格」又は「不合格」とし，当該学生の平均点には

算入しない。 

４ 「インターンシップ」，「校外学修」，「防災リテラシー」の評価については，合格に相当

する場合を「認定」とし，当該学生の平均点には算入しない。 

５ 本条第１項の規定にかかわらず，「知識・技能審査」の評価については，別に定める規

程の条件を満足する場合を「認定」とし，当該学生の平均点には算入しない。 

 



６ 外国人留学生，編入学生及び前期からの転入学生については，本校に入学した前年より

前の本校の一般科目及び専門科目の開講単位をすべて修得したものと見なす。また，これ

らの単位については，「一般科目認定科目」及び「専門科目認定単位」として一括して単

位数を計上し，評価については「認定」と表示する。 
７ 後期からの転入学生については，本校に入学した学年の後期より前の本校の一般科目

及び専門科目の開講単位をすべて修得したものと見なす。また，これらの単位については，

「一般科目認定単位」として一括して単位数を計上し，評価については「認定」と表示す

る。ただし，本校に入学した学年の前期から後期にわたって開設される授業科目について

は，別に定める補習措置に関する規程に基づき，必要に応じて前期の補習を行う。なお，

転入生の当該学年の平均点は算出しない。 
８ 学業成績は，試験の得点，課題やレポート，平素の学習状況等の成績評価資料に基づい

て評価するものとする。 
９ 各科目担当教員は，学業成績の評価の基礎となる成績評価資料及び出欠状況を保存し

なければならない。 
１０ 学生が評価の基礎について説明を求める場合は，各科目担当教員はこれを開示しな

ければならない。 
１１ 試験を行うことなく，学業成績の評価を行う場合は，事前に成績評価の基礎となる資

料を教務委員会に提出しなければならない。 
１２ 教務委員会は，前項の学業成績の評価方法について審議し，教務主事の承認を受ける

ものとする。 
１３ 欠席時間数がその授業科目における出席すべき総時間数の３分の１を超える科目の 

 学業成績の評価は５９点以下となる。 

  ただし，超過した理由が病気又はけがで，かつ医師の診断書の提出があった場合は，教

務委員会の議を経て，当該科目について最高を１００点とする評価を行うことができる。 

学年評価は，原則としてその学年の各学期評価を平均したものとする。 

１４ 成績評価に異議のある者は，成績通知書を配付した日から原則，３日以内（土・日・

祝日を除く）に教務係に申し出るものとする。 
１５ 成績評価値 Grade Point Average（GPA）については別に定める。 
第４条 故意に試験に欠席したと認められた者，又は懲戒処分のため試験を受けることが

できなかった者の当該科目の試験の得点は零点とする。 
（不正行為者等に対する措置） 

第５条 試験中不正行為を行った者は，当該時間以後の試験を受けさせず，当該試験期間に

係る試験時間割表記載の全科目の試験の得点を零点とし，懲戒を加える。 
 

    

 



第３章 試験 

（種類） 

第６条 試験は，次の４種類とする。 

 （1）期末試験 

 （2）中間試験 

 （3）追試験 

 （4）再試験 

（期末試験） 

第７条 期末試験は，各学期末に実施する。 

（中間試験） 

第８条 中間試験は，各学期の中間に授業の一環として実施する。 

（追試験） 

第９条 追試験は，病気又はけが，その他やむを得ぬ理由により試験に欠席した場合に実施

することができる。 
（再試験） 

第１０条 再試験は，前期または学年評価において５９点以下の評価の科目がある場合に

実施する。再試験の種類は，次の３種類とする。 
 （1）過年度及び前期において当該科目の単位を修得できなかった者に対して，通常の授業

期間に実施するもの。 

 （2） 第１学年から第４学年で，かつ標準単位数からの不足単位数が７単位以上かつ１０単

位以内の者に対して，年度末に実施するもの。 

（3）卒業単位数に対して不足単位数が６単位以内の者に対して実施するもの。 

２ 前項第２号及び第３号に規定する再試験は，教員会議の議を経て実施する。 

３ 再試験は，その実施が決定された日から速やかにこれを実施するものとする。 

４ 科目担当教員は，再試験に基づく再評価を速やかに文書で提出しなければならない。ま

た，成績評価資料を保存しなければならない。 

 

   第４章 学年の課程の修了，進級並びに卒業の認定 

（定義） 

第１１条 学則別表第１及び第２に標準単位数，進級単位数，学年修了単位数及び卒業単位

数を規定する。 

２ 単位の修得は，各科目の学年評価が６０点以上であることをもって認定する。 

３ 卒業時に必ず修得すべき科目を必修科目という。 

（進級認定） 

第１２条 校長は，教員会議の議を経て，次の各号の要件をすべて満たした者について，次

学年への進級を認める。 



（1）進級単位数を満たしていること。 

 （2）欠席日数が年間授業日数の３分の１を超えていないこと。 

 （3）必修科目においては，欠席時間数がその授業科目における出席すべき総時間数の３分

の１を超えていないこと。 

（4）第１学年から第３学年については，特別活動における年間欠課時数が年間授業時数の

３分の１を超えていないこと。 

（5）第４学年の一般選択科目においては，欠席時間数がその授業科目における出席すべき

総時間数の３分の１を超えていないこと。ただし，第４学年までに学則第１４条第３項

の科目又は学則第１４条の４，第１４条の５の規定に基づく単位認定により２単位以

上の単位を修得している場合はこの限りではない。 

２ 第１０条第１項第２号の再試験が行われた場合には，再試験の成績に基づく再評価を

用いて，前項により進級を認める。 

３ 第１項第２号，第３号，第４号及び第５号は，第３条第１３項のただし書きによる評価

の該当者に適用しないことがある。 

（留年） 

第１３条 進級が認められなかった者は，原学年に留めるものとする。 

２ 災害発生などの非常時の場合，校長は，前項にかかわらず，教員会議の議を経て，進級

させることができる。 

３ 原学年に留められた者は，当該学年に係る所定の科目を再履修するものとする。ただし，

別に定める科目についてはその再履修を免除する場合がある。 

４ 欠席日数が年間授業日数の３分の１を超えた後，休学願を提出した者については，原学

年に留めるものとする。 

（学年修了） 

第１４条 校長は，教員会議の議を経て，学年修了単位数を満たした者の学年修了を認める。 

（卒業認定） 

第１５条 校長は，教員会議の議を経て，次の各号の要件をすべて満たした者の卒業を認め

る。 

 （1）卒業単位数を満たしていること。 

 （2）必修科目の単位をすべて修得していること。 

２ 第１０条第１項第３号の再試験が行われた場合には，再試験の成績に基づく再評価を

用いて，前項により卒業を認める。 

（退学予定者の修了及び単位認定） 

第１６条 学年末に退学が予定される者又は学年途中で退学する者の修了及び単位認定に

ついては，別に定める。 

（補則） 

第１７条 この規程の実施について必要な事項は，別に定める。 



舞鶴工業高等専門学校学業成績の評価並びに学年の課程の 

修了及び卒業の認定に関する規程の内規(準学士課程) 
 

昭和５４年４月１日施行   

令和３年１２月８日一部改正 

（趣旨） 

第１条 この内規は，舞鶴工業高等専門学校学業成績の評価並びに学年の課程の修了及び

卒業の認定に関する規程（以下「規程」という。）第１６条及び第１７条の規定に基づき，

規程の実施に関し，この内規を定める。 

（学業成績） 

第２条 学期並びに学年の評価を行う場合，各科目のクラス平均は７０点以上を標準とす

る。 

第３条 規程第３条第３項による「卒業研究」及び「卒業研究・卒業設計」に準ずると認め 

た科目とは次のものをいう。 

電気情報工学科４年開設科目「工学基礎研究」 

第４条 各科目担当教員は，校長が別に定めた成績提出締切日までに学業成績を採点表等

に記入し，学生課教務係へ提出する。 

第５条 学生指導要録に記載する場合及び校外に成績証明書を発行する場合は，Ａ＋・Ａ・

Ｂ・Ｃの評語を用い，Ｆの評語は記載しない。 

２ 規程第３条第３項，第４項，第５項，第６項及び第７項により，「合格」又は「認定」

と評価した場合は，前項の規定にかかわらず「合格」又は「認定」と記載する。 

第６条 規程第３条第１３項のただし書きにより，授業科目における出席すべき総時間数

の３分の１を超える科目について最高を１００点とする評価を行うことができる場合と

は，当該科目において以下の要件をすべて満たした場合をいう。 

（1）欠席時間数が出席すべき総時間数の３分の１を超えるまでの期間，欠席時間数の５分

の３以上の欠席の理由が病気又はけがであり，医師の診断書の提出があった場合。 

（2）欠席時間数が出席すべき総時間数の３分の１を超えた後の期間，欠席の理由がすべ

て病気又はけがであり，医師の診断書の提出があった場合。 
（3）欠席時間数が出席すべき総時間数の２分の１を超えない場合。 

（試験） 

第７条 試験の実施要領については，別に定める。 

第８条 病気又はけがを理由として規程第９条に定める追試験を受験する際には，原則，医

師の診断書の提出を要する。 

２ 規程第９条のその他やむを得ぬ理由とは，次の場合をいう。 

 （1）公欠扱いにされた場合 

 （2）忌引 



 （3）その他校長の承認した場合 

３ 欠席時間数が出席すべき総時間数の３分の１を超える場合は追試験を受けることがで

きない。ただし，規程第３条第１３項ただし書きに定める要件を満たす場合には，教務委

員会の議を経て，追試験の受験を認めることができる。 

４ 追試験の成績に基づく再評価は，規程第３条に基づいて行う。 

第９条 規程第１０条第１項に定める再試験について，次のとおり定める。 

 （1）再試験の実施にあたっては，当該科目の欠席時間数が出席すべき総時間数の３分の１

を超えず，かつ「再試験受験辞退願」を提出していないことを条件とする。ただし，欠

席時間数が出席すべき総時間数の３分の１を超えた場合において，規程第３条第１３

項ただし書きに定める要件を満たすときは，教務委員会の議を経て，再試験の受験を認

めることができる。 

 （2）再試験の成績に基づく再評価は，規程第３条に基づいて行うが，１００点法６０点以

上であった場合は６０点とする。 

２ 規程第１０条第１項第１号に定める再試験について，次のとおり定める。 

 （1）再試験の辞退を希望する学生は，過年度未修得科目については４月末日まで，前期未

修得科目については当該年度の１０月末日までに，「再試験受験辞退願」を記入の上，

担任による押印を経て，教務係へ提出する。 

 （2）原則として，過年度未修得科目の再試験は７月末日までに，前期未修得科目の再試験

は当該年度の１月末日までに実施する。 

３ 規程第１０条第１項第２号に定める再試験について，次のとおり定める。 

（1）本号に掲げる再試験は，４単位を限度として，当該学生が標準単位数からの不足単位

数が６単位を超えないために必要最小限度の単位数について，実施することができる。 

 （2）本号に掲げる再試験は，学期または学年の評価が４０点以上の未修得科目に限り，実

施することができる。 

４ その他校長の承認した場合，前３項の規定にかかわらず規程第１０条第１項に定める

再試験を実施することができる。 

（修得単位数と平均点） 

第１０条 各学年での修得単位数は，評価が６０点以上，合格又は認定の科目の単位数の総

和とする。 

第１１条 各学年での平均点の算出は，次の要領で行う。 

 （1）規程第３条第３項，第４項及び第５項で定めた平均点には参入しない科目を除いたす

べての当該学年の科目を，平均点算出の科目とする。 

 （2）平均点算出の科目のそれぞれの単位数を総和する。これを単位数の総和という。 

 （3）平均点算出の科目の評価点にそれぞれの科目の単位数を乗じ，それらの積を総和す

る。これを評価点の総和という。 

（4）評価点の総和を単位数の総和で除した商を平均点とする。 



２ 再試験により再評価を受けた過年度の未修得科目，当該年度の通年及び後期の不合格

科目については，再評価前の評価点により平均点の算出を行う。 

３ 過年度の未修得科目の再試験に基づく再評価の結果は，原則として前期期末試験成績

締切日又は後期期末試験成績締切日までに提出するものとする。 

４ 当該年度前期不合格科目の再試験に基づく再評価の結果は，原則として後期期末試験

成績締切日までに提出するものとする。 

５ 学則第３７条の２第１号，第２号及び第３号により除籍になった者の成績及び履修単

位数は当該年度まで認めることとする。 

６ 学則第３７条の２第４号により除籍になったものについては，当該年度の修了は認定

しない。ただし，前期分を納付している場合は，前期の成績及び履修単位数を認めること

とする。 

７ 学則第３７条の２第５号により除籍になった者については，成績，履修単位数及び修了

は認定しない。 

 （修了並びに卒業の認定） 

第１２条 学年末に退学が予定される者は，再試験に基づく再評価によって学年修了単位

数を満たしていると認められた場合，当該学年の修了を認定する。 

第１３条 学年途中で退学する者は，前学年の修了を認定する。 

第１４条 規程第１５条に該当しない第５学年の者の中で規程第１０条第１項第３号によ

る再試験の対象となる者は，規程第１５条の各号の要件をすべて満たしていると認めら

れた時点において，卒業を認定する。ただし，当該年度内に卒業を認定されない場合には，

原学年に留める。 

第１５条 規程第１３条第３項の所定の科目とは，原学年において履修すべき単位数を満

たす全科目をいう。 

（退学予定者の単位認定） 

第１６条 退学予定者においては，次の科目の単位修得を認めるものとする。 

 （1）学年末に退学が予定される者が当該学年以前において６０点以上，合格又は認定の評

価を得た単位修得未認定の科目 

 （2）学年途中で退学する者が当該学年前期以前において６０点以上，合格又は認定の評価

を得た単位修得未認定の科目 

２ 退学予定者が同一学年に２回以上在籍している場合は，規程第１３条第３項による再

履修科目を前項の対象とする。 

 

 

 

 



単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 備考

基礎数学Ａ 2 2 2 2

基礎数学演習Ａ 1 1 2 2

基礎数学Ｂ 2 2 ※ 2 2

基礎数学演習Ｂ 1 1 ◇ ※ 人文特論ⅠＡ

線形代数Ａ 1 1 ◇ ※ 人文特論ⅡＡ

線形代数Ｂ 1 1 ◇ ※ 人文特論ⅢＡ

微分積分ⅠＡ 2 2 ◇ ※ 地域学Ａ

微分積分ⅠＢ 2 2 ◇ ※ 人文特論ⅠＢ

微分積分ⅡＡ 2 2 ◇ ※ 人文特論ⅡＢ

確率統計 1 1 ◇ ※ 人文特論ⅢＢ

微分積分ⅡＢ 2 2 ◇ ※ 地域学Ｂ

微分積分演習 1 1 73 24 22 15 12 0

物理ⅠＡ 1 1 10 0 0 0 2 8

物理ⅠＢ 1 1 83 24 22 15 14 8

物理ⅡＡ 1 1

物理ⅡＢ 1 1

※ 物理Ⅲ 2 2

化学ⅠＡ 1 1

化学ⅠＢ 1 1

化学ⅡＡ 1 1

化学ⅡＢ 1 1

ライフ＆アースサイエンスＡ 1 1

ライフ＆アースサイエンスＢ 1 1

保健体育Ⅰ 2 2

保健体育Ⅱ 2 2

保健体育Ⅲ 2 2

総合英語ⅠＡ 2 2

総合英語ⅠＢ 2 2

総合英語ⅡＡ 2 2

総合英語ⅡＢ 2 2

総合英語ⅢＡ 1 1

総合英語ⅢＢ 1 1

※ 総合英語ⅣＡ 2 2

※ 総合英語ⅣＢ 2 2

英会話Ａ 1 1

英会話Ｂ 1 1

現代文Ａ 1 1

現代文Ｂ 1 1

古典Ａ 1 1

古典Ｂ 1 1

総合国語ⅠＡ 1 1

総合国語ⅠＢ 1 1

◇ 総合国語ⅡＡ 1 1

◇ 総合国語ⅡＢ 1 1

芸術Ａ 1 1

芸術Ｂ 1 1

歴史総合Ａ 1 1

歴史総合Ｂ 1 1

公共Ａ 1 1

公共Ｂ 1 1

◇ 人間論 1 1

◇ ※ 現代社会 2 2

◇ ※ 哲学 2 2

◇ ※ 法学 2 2

☆ ※ 日本語Ａ 2 2

☆ ※ 日本語Ｂ 2 2

☆ ※ 日本語Ｃ 2 2

☆ ※ 日本語Ｄ 2 2

☆ ※ 日本語Ｅ 2 2

☆ ※ 日本語Ｆ 2 2

一般科目 一般科目

注 1)

注 2)

注 3)

注 4)

注 5)

注 6)

※ 印の科目は学修単位科目である。

☆ 印の科目は留学生に対して開設され，◇ 印の科目を代替する。

一般選択科目を 2 単位以上（一般科目合計で 75 単位以上）修得すること。

専門選択科目を 4 単位以上（専門科目合計で 82 単位以上）修得すること。

一般選択科目，専門選択科目，学則第１４条第３項の科目及び学則第１４条の

４，第１４条の５の規定に基づく単位認定を合わせて 16 単位以上（合計で 167

単位以上）を修得すること。

学則第１４条第３項の科目とは，「防災リテラシー」及び「インターンシッ

プ」である。

別表第１

一般科目（機械工学科） 令和４年度第１～４学年に適用

必

修

科

目

選

択

科

目

保健体育Ⅳ

注 3), 5)

を参照

保健体育Ⅴ

総合英語Ⅴ

並列

開講

一般必修科目　開設単位数

一般選択科目　開設単位数

一般科目　開設単位数

2

並列

開講
2 2

2



単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 備考 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

応用物理 1 1 必修科目 24 22 15 12 0

応用数学ⅠＡ 1 1 選択科目 0 0 0 2 8

応用数学ⅠＢ 1 1 開設科目 24 22 15 14 8

応用数学ⅡＡ 1 1 必修科目 5 8 17 27 21

応用数学ⅡＢ 1 1 選択科目 0 0 0 0 6

工業力学Ⅰ 1 1 開設科目 5 8 17 27 27

工業力学Ⅱ 1 1 必修科目 29 30 32 39 21

機械力学Ⅰ 1 1 選択科目 0 0 0 2 14

機械力学Ⅱ 1 1 開設科目 29 30 32 41 35

材料力学ⅠＡ 1 1 1 0 0 1~2 1~2

材料力学ⅠＢ 1 1

材料力学Ⅱ 1 1 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

材料学Ⅰ 1 1 必修科目 24 46 61 73 73

材料学Ⅱ 1 1 選択科目 0 0 0 2 10

水力学Ⅰ 1 1 開設科目 24 46 61 75 83

水力学Ⅱ 1 1 必修科目 5 13 30 57 78

流体工学 1 1 選択科目 0 0 0 0 6

工業熱力学Ⅰ 1 1 開設科目 5 13 30 57 84

工業熱力学Ⅱ 1 1 必修科目 29 59 91 130 151

※ 伝熱工学 2 2 選択科目 0 0 0 2 16

情報処理Ⅰ 1 1 開設科目 29 59 91 132 167

情報処理Ⅱ 1 1

機械設計法Ⅰ 1 1

機械設計法Ⅱ 1 1

機械工作法Ⅰ 1 1 29 59 91 132 ー

機械工作法Ⅱ 1 1 23 53 85 126 ー

※ 材料加工学 2 2 23 53 79 126 ー

※ 計測工学 2 2 一般科目 ー ー ー ー 75

※ 制御工学 2 2 専門科目 ー ー ー ー 82

入門機械実習 2 2 全体 ー ー ー ー 167

工作実習Ⅰ 2 2

工作実習Ⅱ 4 4

設計製図Ⅰ 2 2

設計製図Ⅱ 2 2

設計製図Ⅲ 2 2

設計製図Ⅳ 2 2

設計製図Ⅴ 2 2

機械工学実験Ⅰ 1 1

機械工学実験Ⅱ 1 1

工学基礎演習 1 1

ものつくり演習 2 2

計測工学演習 1 1

※ 機械工学演習Ⅰ 2 2

※ 機械工学演習Ⅱ 2 2

※ 数値計算演習 2 2

※ 機械工学特論 2 2

創造設計製作 3 3

卒業研究 10 10

※ 電気回路 2 2

※ 機構学 2 2

※ エネルギーシステム工学 2 2

78 5 8 17 27 21

6 0 0 0 0 6

84 5 8 17 27 27

単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

防災リテラシー 1

インターンシップ 1~4 1~2 1~2

学則第１４条第３項の科目

令和４年度第１～４学年に適用専門科目，学則第１４条第３項の科目と標準/進級/学年修了/卒業単位数（機械工学科）

備考

専門科目

学則第１４条

第３項の科目を

除いた全科目

学則第１４条第３項の科目

一般科目

専門必修科目　開設単位数

専門選択科目　開設単位数

専門科目　開設単位数

選択

科目

注 3), 4) を

参照

進級単位数

５年

注 5) を

参照企業・高等教育機関それぞれ 2 単位以内，各学年 2 単位以内

学年修了単位数

※ 印の科目は学修単位科目である。

一般選択科目を 2 単位以上（一般科目合計で 75 単位以上）

修得すること。

専門選択科目を 4 単位以上（専門科目合計で 82 単位以上）

修得すること。

一般選択科目，専門選択科目，学則第１４条第３項の科目及

び学則第１４条の４，第１４条の５の規定に基づく単位認定

を合わせて 16 単位以上（合計で 167 単位以上）を修得する

こと。

学則第１４条第３項の科目は，卒業に必要な単位数（167 単

位）に含めることができるが，卒業に必要な一般科目の単位

数（75 単位）及び専門科目の単位数（82 単位）に含めるこ

とができない。

学則第１４条の４及び第１４条の５の規定に基づく単位は，

卒業に必要な単位数（167 単位）に含めることができるが，

卒業に必要な一般科目の単位数（75 単位）及び専門科目の

単位数（82 単位）に含めることができない。

注 1)

注 2)

注 3)

注 4)

注 5)

注 6)

注 6) を

参照

別表第２

１年 ２年 ３年 ４年
標準/進級/学年修了/卒業単位数

（各学年までの累計）

開設単位数（各学年までの累計）

開設単位数（各学年の合計）

必

修

科

目

卒業単位数

一般科目

専門科目

専門科目

学則第１４条

第３項の科目を

除いた科目

標準単位数

3 単位

以内

6 単位

以内

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
学則第１４条の４及び第１４条の

５の規定に基づく単位認定
単位数

舞鶴工業高等専門学校以外の

教育施設における学修

「舞鶴工業高等専門学校知識・技能審査に係る単位認定に関する規

定（準学士課程）」を参照

「舞鶴工業高等専門学校以外の教育施設における学修に関する規定

（準学士課程）」を参照

知識・技能審査に係る単位認定

備考

6 単位

以内

30 単位

以内



単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 備考

2 2 2 2

1 1 2 2

2 2 ※ 2 2

1 1 ◇ ※ 人文特論ⅠＡ

1 1 ◇ ※ 人文特論ⅡＡ

1 1 ◇ ※ 人文特論ⅢＡ

2 2 ◇ ※ 地域学Ａ

2 2 ◇ ※ 人文特論ⅠＢ

2 2 ◇ ※ 人文特論ⅡＢ

1 1 ◇ ※ 人文特論ⅢＢ

2 2 ◇ ※ 地域学Ｂ

1 1 73 24 22 15 12 0

1 1 10 0 0 0 2 8

1 1 83 24 22 15 14 8

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

※ 物理Ⅲ

※ 化学Ⅲ

1 1

1 1

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

1 1

1 1

※ 2 2

※ 2 2

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

◇ 1 1

◇ 1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

◇ 1 1

◇ ※ 2 2

◇ ※ 2 2

◇ ※ 2 2

☆ ※ 2 2

☆ ※ 2 2

☆ ※ 2 2

☆ ※ 2 2

☆ ※ 2 2

☆ ※ 2 2

別表第１

一般科目（電気情報工学科） 令和４年度第１～４学年に適用

一般科目 一般科目

注 1)

注 2)

注 3)

注 4)

注 5)

注 6)

※ 印の科目は学修単位科目である。

☆ 印の科目は留学生に対して開設され，◇ 印の科目を代替する。

一般選択科目を 2 単位以上（一般科目合計で 75 単位以上）修得すること。

専門選択科目を 4 単位以上（専門科目合計で 82 単位以上）修得すること。

一般選択科目，専門選択科目，学則第１４条第３項の科目及び学則第１４条の

４，第１４条の５の規定に基づく単位認定を合わせて 16 単位以上（合計で 167

単位以上）を修得すること。

学則第１４条第３項の科目とは，「防災リテラシー」及び「インターンシッ

プ」である。

必

修

科

目

基礎数学Ａ

選

択

科

目

保健体育Ⅳ

注 3), 5)

を参照

基礎数学演習Ａ 保健体育Ⅴ

基礎数学Ｂ 総合英語Ⅴ

基礎数学演習Ｂ

2
微分積分ⅡＡ

確率統計

微分積分ⅡＢ

微分積分演習 一般必修科目　開設単位数

2
線形代数Ａ

線形代数Ｂ

微分積分ⅠＡ

微分積分ⅠＢ

並列

開講
2

並列

開講
2

化学ⅠＡ

化学ⅠＢ

物理ⅠＡ 一般選択科目　開設単位数

物理ⅠＢ 一般科目　開設単位数

物理ⅡＡ

物理ⅡＢ

ライフ＆アースサイエンスＡ

ライフ＆アースサイエンスＢ

保健体育Ⅰ

保健体育Ⅱ

化学ⅡＡ

化学ⅡＢ

並列

開講
2 2

総合英語ⅢＢ

総合英語ⅣＡ

総合英語ⅣＢ

英会話Ａ

英会話Ｂ

現代文Ａ

保健体育Ⅲ

総合英語ⅠＡ

総合英語ⅠＢ

総合英語ⅡＡ

総合英語ⅡＢ

総合英語ⅢＡ

日本語Ｂ

日本語Ｃ

日本語Ｄ

日本語Ｅ

日本語Ｆ

公共Ｂ

人間論

現代社会

哲学

法学

日本語Ａ

総合国語ⅡＢ

芸術Ａ

芸術Ｂ

歴史総合Ａ

歴史総合Ｂ

公共Ａ

現代文Ｂ

古典Ａ

古典Ｂ

総合国語ⅠＡ

総合国語ⅠＢ

総合国語ⅡＡ



単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 備考 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

応用物理Ⅰ 1 1 必修科目 24 22 15 12 0

応用物理Ⅱ 1 1 選択科目 0 0 0 2 8

応用数学ⅠＡ 1 1 開設科目 24 22 15 14 8

応用数学ⅠＢ 1 1 必修科目 5 8 17 26 22

応用数学ⅡＡ 1 1 選択科目 0 0 0 0 8

応用数学ⅡＢ 1 1 開設科目 5 8 17 26 30

電気情報概論 1 1 必修科目 29 30 32 38 22

電気基礎 1 1 選択科目 0 0 0 2 16

電気回路 1 1 開設科目 29 30 32 40 38

交流回路Ⅰ 1 1 1 0 0 1~2 1~2

交流回路Ⅱ 1 1

アナログ回路 1 1 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

ディジタル回路 1 1 必修科目 24 46 61 73 73

回路実習 2 2 選択科目 0 0 0 2 10

電気磁気学Ⅰ 1 1 開設科目 24 46 61 75 83

電気磁気学Ⅱ 1 1 必修科目 5 13 30 56 78

※ 電気磁気学Ⅲ 2 2 選択科目 0 0 0 0 8

回路理論 1 1 開設科目 5 13 30 56 86

過渡現象論 1 1 必修科目 29 59 91 129 151

電子工学Ⅰ 1 1 選択科目 0 0 0 2 18

電子工学Ⅱ 1 1 開設科目 29 59 91 131 169

制御工学Ⅰ 1 1

制御工学Ⅱ 1 1

※ 電気機器 2 2

※ 電磁気計測 2 2 29 59 91 131 ー

エネルギー工学Ⅰ 1 1 23 53 85 125 ー

エネルギー工学Ⅱ 1 1 23 53 79 125 ー

情報基礎 1 1 一般科目 ー ー ー ー 75

メディアリテラシー 1 1 専門科目 ー ー ー ー 82

情報数学 1 1 全体 ー ー ー ー 167

Ｃ言語 1 1

プログラミング実習 2 2

情報理論 1 1

アナログ信号処理 1 1

ディジタル信号処理 1 1

※ 論理回路 2 2

※ 通信工学 2 2

※ ネットワーク論 2 2

※ オペレーティングシステム 2 2

※ 情報システム論 2 2

電気情報工学実験ⅠＡ 2 2

電気情報工学実験ⅠＢ 2 2

電気情報工学実験ⅡＡ 2 2

電気情報工学実験ⅡＢ 2 2

電気情報工学実験ⅢＡ 2 2

電気情報工学実験ⅢＢ 2 2

電気情報工学実験ⅣＡ 2 2

電気情報工学実験ⅣＢ 2 2

創造工学 1 1

工学基礎研究 1 1

卒業研究 10 10

※ 伝送工学 2 2

※ 半導体工学 2 2

※ データ構造とアルゴリズム 2 2

※ 映像メディア工学 2 2

78 5 8 17 26 22

8 0 0 0 0 8

86 5 8 17 26 30

単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

防災リテラシー 1

インターンシップ 1~4 1~2 1~2

専門必修科目　開設単位数

専門選択科目　開設単位数

専門科目　開設単位数

学則第１４条

第３項の科目を

除いた全科目

学則第１４条第３項の科目

選択

科目

注 5) を

参照

２年 ３年 ４年 ５年

企業・高等教育機関それぞれ 2 単位以内，各学年 2 単位以内

備考

注 3), 4) を

参照

別表第２

標準/進級/学年修了/卒業単位数

（各学年までの累計）

開設単位数（各学年までの累計）

開設単位数（各学年の合計）

必

修

科

目

標準単位数

進級単位数

学年修了単位数

卒業単位数

一般科目

専門科目

専門科目，学則第１４条第３項の科目と標準/進級/学年修了/卒業単位数（電気情報工学科） 令和４年度第１～４学年に適用

専門科目

学則第１４条第３項の科目

一般科目

専門科目

学則第１４条

第３項の科目を

除いた科目

１年

注 1)

注 2)

注 3)

注 4)

注 5)

注 6)

※ 印の科目は学修単位科目である。

一般選択科目を 2 単位以上（一般科目合計で 75 単位以上）

修得すること。

専門選択科目を 4 単位以上（専門科目合計で 82 単位以上）

修得すること。

一般選択科目，専門選択科目，学則第１４条第３項の科目及

び学則第１４条の４，第１４条の５の規定に基づく単位認定

を合わせて 16 単位以上（合計で 167 単位以上）を修得する

こと。

学則第１４条第３項の科目は，卒業に必要な単位数（167 単

位）に含めることができるが，卒業に必要な一般科目の単位

数（75 単位）及び専門科目の単位数（82 単位）に含めるこ

とができない。

学則第１４条の４及び第１４条の５の規定に基づく単位は，

卒業に必要な単位数（167 単位）に含めることができるが，

卒業に必要な一般科目の単位数（75 単位）及び専門科目の

単位数（82 単位）に含めることができない。

舞鶴工業高等専門学校以外の

教育施設における学修

30 単位

以内

学則第１４条の４及び第１４条の

５の規定に基づく単位認定
単位数 １年 ２年

知識・技能審査に係る単位認定
6 単位

以内

３年 ４年 ５年 備考

3 単位

以内

6 単位

以内

「舞鶴工業高等専門学校知識・技能審査に係る単位認定に関する規

定（準学士課程）」を参照 注 6) を

参照「舞鶴工業高等専門学校以外の教育施設における学修に関する規定

（準学士課程）」を参照



単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 備考

2 2 2 2

1 1 2 2

2 2 ※ 2 2

1 1 ◇ ※ 人文特論ⅠＡ

1 1 ◇ ※ 人文特論ⅡＡ

1 1 ◇ ※ 人文特論ⅢＡ

2 2 ◇ ※ 地域学Ａ

2 2 ◇ ※ 人文特論ⅠＢ

2 2 ◇ ※ 人文特論ⅡＢ

1 1 ◇ ※ 人文特論ⅢＢ

2 2 ◇ ※ 地域学Ｂ

1 1 73 24 22 15 12 0

1 1 10 0 0 0 2 8

1 1 83 24 22 15 14 8

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

※ 物理Ⅲ

※ 化学Ⅲ

1 1

1 1

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

1 1

1 1

※ 2 2

※ 2 2

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

◇ 1 1

◇ 1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

◇ 1 1

◇ ※ 2 2

◇ ※ 2 2

◇ ※ 2 2

☆ ※ 2 2

☆ ※ 2 2

☆ ※ 2 2

☆ ※ 2 2

☆ ※ 2 2

☆ ※ 2 2

保健体育Ⅰ

化学ⅠＡ

化学ⅠＢ

化学ⅡＡ

令和４年度第１～４学年に適用

注 3), 5)

を参照

一般必修科目　開設単位数

一般選択科目　開設単位数

一般科目　開設単位数

2

2

注 1)

注 2)

注 3)

注 4)

注 5)

注 6)

※ 印の科目は学修単位科目である。

☆ 印の科目は留学生に対して開設され，◇ 印の科目を代替する。

一般選択科目を 2 単位以上（一般科目合計で 75 単位以上）修得すること。

専門選択科目を 2 単位以上（専門科目合計で 82 単位以上）修得すること。

一般選択科目，専門選択科目，学則第１４条第３項の科目及び学則第１４条の

４，第１４条の５の規定に基づく単位認定を合わせて 14 単位以上（合計で 167

単位以上）を修得すること。

学則第１４条第３項の科目とは，「防災リテラシー」及び「インターンシッ

プ」である。

総合国語ⅡＡ

総合国語ⅡＢ

芸術Ａ

芸術Ｂ

歴史総合Ａ

歴史総合Ｂ

現代文Ａ

現代文Ｂ

古典Ａ

古典Ｂ

総合国語ⅠＡ

総合国語ⅠＢ

日本語Ｃ

日本語Ｄ

日本語Ｅ

日本語Ｆ

公共Ａ

公共Ｂ

人間論

現代社会

哲学

法学

日本語Ａ

日本語Ｂ

総合英語ⅣＢ

英会話Ａ

英会話Ｂ

保健体育Ⅱ

保健体育Ⅲ

総合英語ⅠＡ

総合英語ⅠＢ

総合英語ⅡＡ

総合英語ⅡＢ

総合英語ⅢＡ

総合英語ⅢＢ

総合英語ⅣＡ

微分積分ⅡＡ

確率統計

微分積分ⅡＢ

化学ⅡＢ

ライフ＆アースサイエンスＡ

ライフ＆アースサイエンスＢ

並列

開講
2 2

2

微分積分演習

物理ⅠＡ

物理ⅠＢ

物理ⅡＡ

物理ⅡＢ

別表第１

一般科目（電子制御工学科）

一般科目 一般科目

必

修

科

目

基礎数学Ａ

選

択

科

目

保健体育Ⅳ

基礎数学演習Ａ 保健体育Ⅴ

基礎数学Ｂ 総合英語Ⅴ

基礎数学演習Ｂ

並列

開講

線形代数Ａ

線形代数Ｂ

微分積分ⅠＡ

微分積分ⅠＢ

並列

開講
2



単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 備考 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

応用物理Ⅰ 1 1 必修科目 24 22 15 12 0

応用物理Ⅱ 1 1 選択科目 0 0 0 2 8

応用数学ⅠＡ 1 1 開設科目 24 22 15 14 8

応用数学ⅠＢ 1 1 必修科目 5 8 17 26 24

応用数学ⅡＡ 1 1 選択科目 0 0 0 0 4

応用数学ⅡＢ 1 1 開設科目 5 8 17 26 28

電気基礎Ⅰ 1 1 必修科目 29 30 32 38 24

電気基礎Ⅱ 1 1 選択科目 0 0 0 2 12

電子工学Ⅰ 1 1 開設科目 29 30 32 40 36

電子工学Ⅱ 1 1 1 0 0 1~2 1~2

電子回路Ⅰ 1 1

電子回路Ⅱ 1 1 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

※ 電子回路Ⅲ 2 2 必修科目 24 46 61 73 73

電子回路Ⅳ 1 1 選択科目 0 0 0 2 10

電気磁気学Ⅰ 1 1 開設科目 24 46 61 75 83

電気磁気学Ⅱ 1 1 必修科目 5 13 30 56 80

力学Ⅰ 1 1 選択科目 0 0 0 0 4

力学Ⅱ 1 1 開設科目 5 13 30 56 84

水力学Ⅰ 1 1 必修科目 29 59 91 129 153

水力学Ⅱ 1 1 選択科目 0 0 0 2 14

熱力学Ⅰ 1 1 開設科目 29 59 91 131 167

熱力学Ⅱ 1 1

材料力学Ⅰ 1 1

材料力学Ⅱ 1 1

振動工学Ⅰ 1 1 29 59 91 131 ー

振動工学Ⅱ 1 1 23 53 85 125 ー

情報基礎 1 1 23 53 79 125 ー

プログラミングⅠ 1 1 一般科目 ー ー ー ー 75

プログラミングⅡ 1 1 専門科目 ー ー ー ー 82

プログラミングⅢ 1 1 全体 ー ー ー ー 167

組込みシステムⅠ 1 1

組込みシステムⅡ 1 1

※ 数値計算法 2 2

制御工学Ⅰ 1 1

制御工学Ⅱ 1 1

※ 制御工学Ⅲ 2 2

※ システム制御 2 2

※ 計測工学 2 2

※ ロボティクスⅠ 2 2

※ ロボティクスⅡ 2 2

※ ロボットビジョン 2 2

メカトロニクス演習Ⅰ 1 1

メカトロニクス演習Ⅱ 1 1

製図基礎 1 1

ＣＡＤ演習Ⅰ 1 1

ＣＡＤ演習Ⅱ 1 1

制御系設計演習 1 1

回路設計演習 1 1

電子制御実習 4 4

電子制御実験 4 4

創造設計プロジェクト 2 2

機械工学実験 2 2

制御工学実験 2 2

卒業研究 10 10

※ ロボティクスⅢ 2 2

※ 情報学 2 2

80 5 8 17 26 24

4 0 0 0 0 4

84 5 8 17 26 28

単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

防災リテラシー 1

インターンシップ 1~4 1~2 1~2

注 5) を

参照企業・高等教育機関それぞれ 2 単位以内，各学年 2 単位以内

別表第２

学則第１４条第３項の科目

専門科目，学則第１４条第３項の科目と標準/進級/学年修了/卒業単位数（電子制御工学科） 令和４年度第１～４学年に適用

開設単位数（各学年までの累計）

開設単位数（各学年の合計）

必

修

科

目

選択

科目

１年 ２年

専門必修科目　開設単位数

備考

専門科目

専門科目　開設単位数

標準/進級/学年修了/卒業単位数

（各学年までの累計）
３年 ４年

注 1)

注 2)

注 3)

注 4)

注 5)

注 6)

※ 印の科目は学修単位科目である。

一般選択科目を 2 単位以上（一般科目合計で 75 単位以上）

修得すること。

専門選択科目を 2 単位以上（専門科目合計で 82 単位以上）

修得すること。

一般選択科目，専門選択科目，学則第１４条第３項の科目及

び学則第１４条の４，第１４条の５の規定に基づく単位認定

を合わせて 14 単位以上（合計で 167 単位以上）を修得する

こと。

学則第１４条第３項の科目は，卒業に必要な単位数（167 単

位）に含めることができるが，卒業に必要な一般科目の単位

数（75 単位）及び専門科目の単位数（82 単位）に含めるこ

とができない。

学則第１４条の４及び第１４条の５の規定に基づく単位は，

卒業に必要な単位数（167 単位）に含めることができるが，

卒業に必要な一般科目の単位数（75 単位）及び専門科目の

単位数（82 単位）に含めることができない。

進級単位数

学年修了単位数

卒業単位数

専門選択科目　開設単位数

学則第１４条

第３項の科目を

除いた科目

専門科目

注 3), 4) を

参照

一般科目

専門科目

学則第１４条

第３項の科目を

除いた全科目

学則第１４条第３項の科目

一般科目

５年

標準単位数

舞鶴工業高等専門学校以外の

教育施設における学修

30 単位

以内

学則第１４条の４及び第１４条の

５の規定に基づく単位認定
単位数 １年 ２年

知識・技能審査に係る単位認定
6 単位

以内

３年 ４年 ５年 備考

3 単位

以内

6 単位

以内

「舞鶴工業高等専門学校知識・技能審査に係る単位認定に関する規

定（準学士課程）」を参照 注 6) を

参照「舞鶴工業高等専門学校以外の教育施設における学修に関する規定

（準学士課程）」を参照



単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 備考

基礎数学Ａ 2 2 2 2

基礎数学演習Ａ 1 1 2 2

基礎数学Ｂ 2 2 ※ 2 2

基礎数学演習Ｂ 1 1 ◇ ※ 人文特論ⅠＡ

線形代数Ａ 1 1 ◇ ※ 人文特論ⅡＡ

線形代数Ｂ 1 1 ◇ ※ 人文特論ⅢＡ

微分積分ⅠＡ 2 2 ◇ ※ 地域学Ａ

微分積分ⅠＢ 2 2 ◇ ※ 人文特論ⅠＢ

微分積分ⅡＡ 2 2 ◇ ※ 人文特論ⅡＢ

確率統計 1 1 ◇ ※ 人文特論ⅢＢ

微分積分ⅡＢ 2 2 ◇ ※ 地域学Ｂ

微分積分演習 1 1 73 24 22 15 12 0

物理ⅠＡ 1 1 10 0 0 0 2 8

物理ⅠＢ 1 1 83 24 22 15 14 8

物理ⅡＡ 1 1

物理ⅡＢ 1 1

※ 物理Ⅲ 2 2

化学ⅠＡ 1 1

化学ⅠＢ 1 1

化学ⅡＡ 1 1

化学ⅡＢ 1 1

ライフ＆アースサイエンスＡ 1 1

ライフ＆アースサイエンスＢ 1 1

保健体育Ⅰ 2 2

保健体育Ⅱ 2 2

保健体育Ⅲ 2 2

総合英語ⅠＡ 2 2

総合英語ⅠＢ 2 2

総合英語ⅡＡ 2 2

総合英語ⅡＢ 2 2

総合英語ⅢＡ 1 1

総合英語ⅢＢ 1 1

※ 総合英語ⅣＡ 2 2

※ 総合英語ⅣＢ 2 2

英会話Ａ 1 1

英会話Ｂ 1 1

現代文Ａ 1 1

現代文Ｂ 1 1

古典Ａ 1 1

古典Ｂ 1 1

総合国語ⅠＡ 1 1

総合国語ⅠＢ 1 1

◇ 総合国語ⅡＡ 1 1

◇ 総合国語ⅡＢ 1 1

芸術Ａ 1 1

芸術Ｂ 1 1

歴史総合Ａ 1 1

歴史総合Ｂ 1 1

公共Ａ 1 1

公共Ｂ 1 1

◇ 人間論 1 1

◇ ※ 現代社会 2 2

◇ ※ 哲学 2 2

◇ ※ 法学 2 2

☆ ※ 日本語Ａ 2 2

☆ ※ 日本語Ｂ 2 2

☆ ※ 日本語Ｃ 2 2

☆ ※ 日本語Ｄ 2 2

☆ ※ 日本語Ｅ 2 2

☆ ※ 日本語Ｆ 2 2

注 3), 5)

を参照

一般必修科目　開設単位数

一般選択科目　開設単位数

一般科目　開設単位数

注 1)

注 2)

注 3)

注 4)

注 5)

注 6)

※ 印の科目は学修単位科目である。

☆ 印の科目は留学生に対して開設され，◇ 印の科目を代替する。

一般選択科目を 2 単位以上（一般科目合計で 75 単位以上）修得すること。

専門選択科目を 3 単位以上（専門科目合計で 82 単位以上）修得すること。

一般選択科目，専門選択科目，学則第１４条第３項の科目及び学則第１４条の

４，第１４条の５の規定に基づく単位認定を合わせて 15 単位以上（合計で 167

単位以上）を修得すること。

学則第１４条第３項の科目とは，「防災リテラシー」及び「インターンシッ

プ」である。

選

択

科

目

保健体育Ⅳ

保健体育Ⅴ

総合英語Ⅴ

並列

開講
2

並列

開講
2

2

必

修

科

目

一般科目

別表第１

一般科目

令和４年度第１～４学年に適用一般科目（建設システム工学科）

2



単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 備考 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

建設システム工学概論Ⅰ 1 1 必修科目 24 22 15 12 0

建設システム工学概論Ⅱ 1 1 選択科目 0 0 0 2 8

応用物理Ⅰ 1 1 開設科目 24 22 15 14 8

応用物理Ⅱ 1 1 必修科目 5 8 17 28 21

応用数学ⅠＡ 1 1 選択科目 0 0 0 0 6

応用数学ⅠＢ 1 1 開設科目 5 8 17 28 27

応用数学ⅡＡ 1 1 必修科目 29 30 32 40 21

応用数学ⅡＢ 1 1 選択科目 0 0 0 2 14

情報リテラシー 1 1 開設科目 29 30 32 42 35

情報処理 1 1 1 0 0 1~2 1~2

構造力学ⅠＡ 1 1

構造力学ⅠＢ 1 1 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

構造力学ⅡＡ 1 1 必修科目 24 46 61 73 73

構造力学ⅡＢ 1 1 選択科目 0 0 0 2 10

構造力学ⅢＡ 1 1 開設科目 24 46 61 75 83

構造力学ⅢＢ 1 1 必修科目 5 13 30 58 79

建築一般構造 1 1 選択科目 0 0 0 0 6

建設材料学 1 1 開設科目 5 13 30 58 85

コンクリート構造学Ⅰ 1 1 必修科目 29 59 91 131 152

※ コンクリート構造学Ⅱ 2 2 選択科目 0 0 0 2 16

※ 鋼構造学 2 2 開設科目 29 59 91 133 168

水理学ⅠＡ 1 1

水理学ⅠＢ 1 1

地盤工学ⅠＡ 1 1

地盤工学ⅠＢ 1 1 29 59 91 133 ー

※ 地盤工学Ⅱ 2 2 23 53 85 127 ー

※ 環境工学Ⅰ 2 2 23 53 79 127 ー

都市計画 1 1 一般科目 ー ー ー ー 75

建築計画Ⅰ 1 1 専門科目 ー ー ー ー 82

※ 建築史 2 2 全体 ー ー ー ー 167

測量学Ⅰ 1 1

測量学Ⅱ 1 1

応用測量学Ⅰ 1 1

応用測量学Ⅱ 1 1

測量実習 3 3

建設システム工学実験ⅠＡ 1 1

建設システム工学実験ⅠＢ 1 1

建設製図Ⅰ 1 1

建設製図Ⅱ 2 2

建設製図制作 3 3

※ 建設設計製図Ⅰ 2 2

建設設計製図Ⅱ 2 2

卒業研究・卒業設計 10 10

※ 水理学Ⅱ 2 2

※ 河川工学 2 2

海岸工学 1 1

土木施工Ⅰ 1 1

土木施工Ⅱ 1 1

環境衛生学Ⅰ 1 1

環境衛生学Ⅱ 1 1

環境工学ⅡＡ 1 1

環境工学ⅡＢ 1 1

※ 土木計画 2 2

建設システム工学実験ⅡＡ 1 1

建設システム工学実験ⅡＢ 1 1

応用構造力学 1 1

※ 建設設計製図Ⅲ 2 2

※ 耐震工学 2 2

地盤防災工学 1 1

79 5 8 17 28 21

6 0 0 0 0 6

85 5 8 17 28 27

単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

防災リテラシー 1

インターンシップ 1~4 1~2 1~2 企業・高等教育機関それぞれ 2 単位以内，各学年 2 単位以内

学則第１４条第３項の科目

令和４年度第１～４学年に適用専門科目，学則第１４条第３項の科目と標準/進級/学年修了/卒業単位数（建設システム工学科 都市環境コース）

備考

注 5) を

参照

２年 ３年 ４年 ５年

学則第１４条

第３項の科目を

除いた全科目

学則第１４条第３項の科目

専門科目

一般科目

一般科目

別表第２

専門必修科目　開設単位数

専門選択科目　開設単位数

専門科目　開設単位数

標準/進級/学年修了/卒業単位数

（各学年までの累計）

開設単位数（各学年の合計）

開設単位数（各学年までの累計）

必

修

科

目

選択

科目

学則第１４条

第３項の科目を

除いた科目

標準単位数

進級単位数

学年修了単位数

卒業単位数

専門科目

注 3), 4) を

参照

専門科目

都市環境

コース科目

１年

注 1)

注 2)

注 3)

注 4)

注 5)

注 6)

※ 印の科目は学修単位科目である。

一般選択科目を 2 単位以上（一般科目合計で 75 単位以上）

修得すること。

専門選択科目を 3 単位以上（専門科目合計で 82 単位以上）

修得すること。

一般選択科目，専門選択科目，学則第１４条第３項の科目及

び学則第１４条の４，第１４条の５の規定に基づく単位認定

を合わせて 15 単位以上（合計で 167 単位以上）を修得する

こと。

学則第１４条第３項の科目は，卒業に必要な単位数（167 単

位）に含めることができるが，卒業に必要な一般科目の単位

数（75 単位）及び専門科目の単位数（82 単位）に含めるこ

とができない。

学則第１４条の４及び第１４条の５の規定に基づく単位は，

卒業に必要な単位数（167 単位）に含めることができるが，

卒業に必要な一般科目の単位数（75 単位）及び専門科目の

単位数（82 単位）に含めることができない。

舞鶴工業高等専門学校以外の

教育施設における学修

30 単位

以内

学則第１４条の４及び第１４条の

５の規定に基づく単位認定
単位数 １年 ２年

知識・技能審査に係る単位認定
6 単位

以内

３年 ４年 ５年 備考

3 単位

以内

6 単位

以内

「舞鶴工業高等専門学校知識・技能審査に係る単位認定に関する規

定（準学士課程）」を参照 注 6) を

参照「舞鶴工業高等専門学校以外の教育施設における学修に関する規定

（準学士課程）」を参照



単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 備考 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

建設システム工学概論Ⅰ 1 1 必修科目 24 22 15 12 0

建設システム工学概論Ⅱ 1 1 選択科目 0 0 0 2 8

応用物理Ⅰ 1 1 開設科目 24 22 15 14 8

応用物理Ⅱ 1 1 必修科目 5 8 17 28 21

応用数学ⅠＡ 1 1 選択科目 0 0 0 0 6

応用数学ⅠＢ 1 1 開設科目 5 8 17 28 27

応用数学ⅡＡ 1 1 必修科目 29 30 32 40 21

応用数学ⅡＢ 1 1 選択科目 0 0 0 2 14

情報リテラシー 1 1 開設科目 29 30 32 42 35

情報処理 1 1 1 0 0 1~2 1~2

構造力学ⅠＡ 1 1

構造力学ⅠＢ 1 1 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

構造力学ⅡＡ 1 1 必修科目 24 46 61 73 73

構造力学ⅡＢ 1 1 選択科目 0 0 0 2 10

構造力学ⅢＡ 1 1 開設科目 24 46 61 75 83

構造力学ⅢＢ 1 1 必修科目 5 13 30 58 79

建築一般構造 1 1 選択科目 0 0 0 0 6

建設材料学 1 1 開設科目 5 13 30 58 85

コンクリート構造学Ⅰ 1 1 必修科目 29 59 91 131 152

※ コンクリート構造学Ⅱ 2 2 選択科目 0 0 0 2 16

※ 鋼構造学 2 2 開設科目 29 59 91 133 168

水理学ⅠＡ 1 1

水理学ⅠＢ 1 1

地盤工学ⅠＡ 1 1

地盤工学ⅠＢ 1 1 29 59 91 133 ー

※ 地盤工学Ⅱ 2 2 23 53 85 127 ー

※ 環境工学Ⅰ 2 2 23 53 79 127 ー

都市計画 1 1 一般科目 ー ー ー ー 75

建築計画Ⅰ 1 1 専門科目 ー ー ー ー 82

※ 建築史 2 2 全体 ー ー ー ー 167

測量学Ⅰ 1 1

測量学Ⅱ 1 1

応用測量学Ⅰ 1 1

応用測量学Ⅱ 1 1

測量実習 3 3

建設システム工学実験ⅠＡ 1 1

建設システム工学実験ⅠＢ 1 1

建設製図Ⅰ 1 1

建設製図Ⅱ 2 2

建設製図制作 3 3

※ 建設設計製図Ⅰ 2 2

建設設計製図Ⅱ 2 2

卒業研究・卒業設計 10 10

※ 建築計画Ⅱ 2 2

※ 建築論 2 2

建築構造Ⅰ 1 1

建築構造Ⅱ 1 1

※ 建築施工 2 2

建築環境Ⅰ 1 1

建築環境Ⅱ 1 1

建築設備Ⅰ 1 1

建築設備Ⅱ 1 1

建築法規 1 1

建築デザイン 2 2

応用構造力学 1 1

※ 建設設計製図Ⅲ 2 2

※ 耐震工学 2 2

地盤防災工学 1 1

79 5 8 17 28 21

6 0 0 0 0 6

85 5 8 17 28 27

単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

防災リテラシー 1

インターンシップ 1~4 1~2 1~2

注 5) を

参照企業・高等教育機関それぞれ 2 単位以内，各学年 2 単位以内

学則第１４条第３項の科目

令和４年度第１～４学年に適用専門科目，学則第１４条第３項の科目と標準/進級/学年修了/卒業単位数（建設システム工学科 建築コース）

備考

２年 ３年 ４年 ５年

選択

科目

１年

専門必修科目　開設単位数

専門選択科目　開設単位数

専門科目　開設単位数

別表第２

標準/進級/学年修了/卒業単位数

（各学年までの累計）

開設単位数（各学年までの累計）

開設単位数（各学年の合計）

必

修

科

目 卒業単位数

専門科目

学則第１４条

第３項の科目を

除いた全科目

学則第１４条第３項の科目

一般科目

専門科目

専門科目

建築

コース科目

注 3), 4) を

参照

学則第１４条

第３項の科目を

除いた科目

標準単位数

進級単位数

学年修了単位数

注 1)

注 2)

注 3)

注 4)

注 5)

注 6)

※ 印の科目は学修単位科目である。

一般選択科目を 2 単位以上（一般科目合計で 75 単位以上）

修得すること。

専門選択科目を 3 単位以上（専門科目合計で 82 単位以上）

修得すること。

一般選択科目，専門選択科目，学則第１４条第３項の科目及

び学則第１４条の４，第１４条の５の規定に基づく単位認定

を合わせて 15 単位以上（合計で 167 単位以上）を修得する

こと。

学則第１４条第３項の科目は，卒業に必要な単位数（167 単

位）に含めることができるが，卒業に必要な一般科目の単位

数（75 単位）及び専門科目の単位数（82 単位）に含めるこ

とができない。

学則第１４条の４及び第１４条の５の規定に基づく単位は，

卒業に必要な単位数（167 単位）に含めることができるが，

卒業に必要な一般科目の単位数（75 単位）及び専門科目の

単位数（82 単位）に含めることができない。

一般科目

舞鶴工業高等専門学校以外の

教育施設における学修

30 単位

以内

学則第１４条の４及び第１４条の

５の規定に基づく単位認定
単位数 １年 ２年

知識・技能審査に係る単位認定
6 単位

以内

３年 ４年 ５年 備考

3 単位

以内

6 単位

以内

「舞鶴工業高等専門学校知識・技能審査に係る単位認定に関する規

定（準学士課程）」を参照 注 6) を

参照「舞鶴工業高等専門学校以外の教育施設における学修に関する規定

（準学士課程）」を参照



単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 備考

基礎数学Ⅰ 3 3 2 2

基礎数学Ⅱ 3 3 2 2

基礎数学Ⅲ 2 2 1 1

線形代数Ⅰ 1 1 1 1

線形代数Ⅱ 1 1 1 1

微分積分Ⅰ 2 2 1 1

微分積分Ⅱ 3 3 1 1

微分積分Ⅲ 3 3 1 1

数学演習ⅠＡ 1 1 ◇ 1 1

数学演習ⅠＢ 1 1 1 1

数学演習Ⅱ 1 1 1 1

物理ⅠＡ 1 1 ☆ 1 1

物理ⅠＢ 1 1 ☆ 1 1

物理ⅡＡ 1 1 ☆ 1 1

物理ⅡＢ 1 1 ☆ 1 1

※ 物理Ⅲ 2 2 ☆ 1 1

化学ⅠＡ 1 1 ☆ 1 1

化学ⅠＢ 1 1 ◇

化学ⅡＡ 1 1 ◇

化学ⅡＢ 1 1 ◇

1 1 ◇

1 1 ◇

保健体育Ⅰ 2 2 ◇

保健体育Ⅱ 2 2 ◇

保健体育Ⅲ 2 2 ◇

総合英語ⅠＡ 2 2 ◇

総合英語ⅠＢ 2 2 ◇

総合英語ⅡＡ 2 2 ◇

総合英語ⅡＢ 2 2 ◇

総合英語ⅢＡ 1 1 ◇

総合英語ⅢＢ 1 1 ◇

総合英語ⅣＡ 1 1 ◇

総合英語ⅣＢ 1 1 ◇

総合英語ⅤＡ 1 1 ◇

総合英語ⅤＢ 1 1 ◇

英会話ⅡＡ 1 1 ◇

英会話ⅡＢ 1 1 ◇

英会話ⅢＡ 1 1 72 21 25 15 9 2

英会話ⅢＢ 1 1 17 7 0 1 4 5

実践英会話Ⅰ 1 1 6 0 0 2 2 2

現代文Ⅰ 1 1 （☆ 印を除く） 89 28 25 16 13 7

現代文Ⅱ 1 1

総合国語ⅠＡ 1 1

総合国語ⅠＢ 1 1

◇ 総合国語ⅡＡ 1 1

◇ 総合国語ⅡＢ 1 1

地理 1 1

世界史Ⅰ 1 1

世界史Ⅱ 1 1

◇ 人間論Ⅰ 1 1

◇ 経済学 1 1

◇ 哲学 1 1

◇ ※ 法学 2 2

英会話ⅠＡ

保健体育Ⅴ

保健体育Ⅳ

ドイツ語Ⅱ

国語国文Ⅱ

国際金融論Ⅰ

日本語Ａ

日本語Ｂ

日本語Ｃ

日本語Ｄ

日本語Ｅ

日本語Ｆ

国語国文Ⅰ

ドイツ語Ⅰ

中国語Ⅱ

1

1

一般必修科目　開設単位数

一般選択科目　開設単位数
（☆ 印を除く）

（☆ 印）

一般科目　開設単位数

1

1

英会話ⅠＢ

11

中国語Ⅰ 1 1

別表第１

一般科目（機械工学科）

一般科目 一般科目

必

修

科

目

宗教と「こころ」Ⅱ

アート＆デザインⅠ

アート＆デザインⅡ

現代社会と宗教Ⅱ

韓国語Ⅱ

ドイツ文化論Ⅱ

地域学Ⅰ

現代社会と宗教Ⅰ

韓国語Ⅰ

人間論Ⅱ

日本史

古文Ⅱ

古文Ⅰ

実践英会話Ⅱ

並列

開講

※ 印の科目は学修単位科目である。

☆ 印の科目は留学生に対して開設され，◇ 印の科目を代替する。

一般選択科目を 3 単位以上（一般科目合計で 75 単位以上）修得すること。

専門選択科目を 9 単位以上（専門科目合計で 84 単位以上）修得すること。

一般選択科目，専門選択科目，学則第１４条第３項の科目及び学則第１４条の４，第

１４条の５の規定に基づく単位認定を合わせて 20 単位以上（合計で 167 単位以上）

を修得すること。

学則第１４条第３項の科目とは，「防災リテラシー」及び「インターンシップ」であ

る。

注 1)

注 2)

注 3)

注 4)

注 5)

注 6)

ライフ＆アースサイエンスＡ

令和４年度第５学年に適用

注 3), 5)

を参照

ドイツ文化論Ⅰ

国際金融論Ⅱ

地域学Ⅱ

現代日本の政治・経済と法Ⅱ

現代日本の政治・経済と法Ⅰ

ライフ＆アースサイエンスＢ

並列

開講

並列

開講

並列

開講

選

択

科

目
宗教と「こころ」Ⅰ



単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 備考 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

＊ 工学基礎 2 2 必修科目 21 25 15 9 2

応用物理Ⅰ 1 1 選択科目 7 0 1 4 5

応用物理Ⅱ 1 1 開設科目 28 25 16 13 7

応用数学ⅠＡ 1 1 必修科目 6 9 18 24 18

応用数学ⅠＢ 1 1 選択科目 0 0 0 0 14

応用数学ⅡＡ 1 1 開設科目 6 9 18 24 32

応用数学ⅡＢ 1 1 必修科目 27 34 33 33 20

力学基礎Ⅰ 1 1 選択科目 7 0 1 4 19

力学基礎Ⅱ 1 1 開設科目 34 34 34 37 39

機械力学Ⅰ 1 1 1 0 0 1~2 1~2

材料力学ⅠＡ 1 1

材料力学ⅠＢ 1 1 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

材料力学ⅡＡ 1 1 必修科目 21 46 61 70 72

材料力学ⅡＢ 1 1 選択科目 7 7 8 12 17

材料学Ⅰ 1 1 開設科目 28 53 69 82 89

材料学Ⅱ 1 1 必修科目 6 15 33 57 75

流れ学Ⅰ 1 1 選択科目 0 0 0 0 14

流れ学Ⅱ 1 1 開設科目 6 15 33 57 89

熱力学Ⅰ 1 1 必修科目 27 61 94 127 147

熱力学Ⅱ 1 1 選択科目 7 7 8 12 31

※ 電気工学Ⅰ 1 1 開設科目 34 68 102 139 178

※ 電気工学Ⅱ 1 1

情報リテラシー 1 1

情報処理Ⅰ 1 1

情報処理Ⅱ 1 1 32 64 96 130 ー

入門機械電気電子情報工学 1 1 26 58 90 124 ー

機構学 1 1 32 64 96 124 ー

機械設計法Ⅰ 1 1 一般科目 ー ー ー ー 75

機械設計法Ⅱ 1 1 専門科目 ー ー ー ー 84

加工学Ⅰ 1 1 全体 ー ー ー ー 167

加工学Ⅱ 1 1

※ システム工学 2 2

計測概論 2 2

※ 制御工学Ⅰ 1 1

※ 制御工学Ⅱ 1 1

＊ 入門機械実習 2 2

＊ 工作実習Ⅰ 2 2

＊ 工作実習Ⅱ 4 4

＊ テクニカルドローイング 1 1

＊ 設計製図ⅠＡ 1 1

＊ 設計製図ⅠＢ 1 1

＊ 設計製図ⅡＡ 1 1

＊ 設計製図ⅡＢ 1 1

＊ 設計製図Ⅲ 2 2

＊ 設計製図Ⅳ 2 2

＊ 機械工学実験Ⅰ 2 2

＊ 機械工学実験Ⅱ 2 2

創造演習 1 1

＊ 創造設計製作 3 3

卒業研究 12 12

加工学Ⅲ 1 1

機械力学Ⅱ 1 1

材料力学Ⅲ 1 1

流体工学 1 1

熱工学 1 1

※ 計算機援用工学 1 1

設計工学 1 1

知能機械工学 1 1

※ 医工学 1 1

※ マリンエンジニアリング 2 2

※ 電子物理 2 2

工業英語 1 1

75 6 9 18 24 18

14 0 0 0 0 14

89 6 9 18 24 32

単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

防災リテラシー 1

インターンシップ 1~4 1~2 1~2

別表第２

１年 ２年 ３年 ４年
標準/進級/学年修了/卒業単位数

（各学年までの累計）

開設単位数（各学年までの累計）

開設単位数（各学年の合計）

必

修

科

目

卒業単位数

一般科目

（☆印を除く）

専門科目

専門科目

☆印，学則第１４条

第３項の科目を

除いた全科目

標準単位数

進級単位数

５年

注 7) を

参照企業・高等教育機関それぞれ 2 単位以内，各学年 2 単位以内

専門必修科目　開設単位数

専門選択科目　開設単位数

専門科目　開設単位数

選

択

科

目

注 5), 6) を

参照

学年修了単位数

学則第１４条第３項の科目

令和４年度第５学年に適用専門科目，学則第１４条第３項の科目と標準/進級/学年修了/卒業単位数（機械工学科）

備考

専門科目

☆印，学則第１４条

第３項の科目を

除いた全科目

学則第１４条第３項の科目

一般科目

（☆印を除く）

30 単位

以内

単位数 １年 ２年

知識・技能審査に係る単位認定

３年 ４年

6 単位

以内

3 単位

以内

舞鶴工業高等専門学校以外の

教育施設における学修

＊ 印の科目は当該学年で修得できなかった場合，進級でき

ない科目である。

※ 印の科目は学修単位科目である。

３～５年のすべての専門科目を留学生に開講。

一般選択科目を 3 単位以上（一般科目合計で 75 単位以上）

修得すること。

専門選択科目を 9 単位以上（専門科目合計で 84 単位以上）

修得すること。

一般選択科目，専門選択科目，学則第１４条第３項の科目及

び学則第１４条の４，第１４条の５の規定に基づく単位認定

を合わせて 20 単位以上（合計で 167 単位以上）を修得する

こと。

学則第１４条第３項の科目は，卒業に必要な単位数（167 単

位）に含めることができるが，卒業に必要な一般科目の単位

数（75 単位）及び専門科目の単位数（84 単位）に含めるこ

とができない。

学則第１４条の４及び第１４条の５の規定に基づく単位は，

卒業に必要な単位数（167 単位）に含めることができるが，

卒業に必要な一般科目の単位数（75 単位）及び専門科目の

単位数（84 単位）に含めることができない。

注 1)

注 2)

注 3)

注 4)

注 5)

注 6)

注 7)

注 8)

５年 備考

6 単位

以内

「舞鶴工業高等専門学校知識・技能審査に係る単位認定に関する規定

（準学士課程）」を参照 注 8) を

参照「舞鶴工業高等専門学校以外の教育施設における学修に関する規定（準

学士課程）」を参照

学則第１４条の４及び第１４条の５の

規定に基づく単位認定



単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 備考

基礎数学Ⅰ 3 3 2 2

基礎数学Ⅱ 3 3 2 2

基礎数学Ⅲ 2 2 1 1

線形代数Ⅰ 1 1 1 1

線形代数Ⅱ 1 1 1 1

微分積分Ⅰ 2 2 1 1

微分積分Ⅱ 3 3 1 1

微分積分Ⅲ 3 3 1 1

数学演習ⅠＡ 1 1 ◇ 1 1

数学演習ⅠＢ 1 1 1 1

数学演習Ⅱ 1 1 1 1

物理ⅠＡ 1 1 ☆ 1 1

物理ⅠＢ 1 1 ☆ 1 1

物理ⅡＡ 1 1 ☆ 1 1

物理ⅡＢ 1 1 ☆ 1 1

※ 物理Ⅲ ☆ 1 1

※ 化学Ⅲ ☆ 1 1

化学ⅠＡ 1 1 ◇

化学ⅠＢ 1 1 ◇

化学ⅡＡ 1 1 ◇

化学ⅡＢ 1 1 ◇

1 1 ◇

1 1 ◇

保健体育Ⅰ 2 2 ◇

保健体育Ⅱ 2 2 ◇

保健体育Ⅲ 2 2 ◇

総合英語ⅠＡ 2 2 ◇

総合英語ⅠＢ 2 2 ◇

総合英語ⅡＡ 2 2 ◇

総合英語ⅡＢ 2 2 ◇

総合英語ⅢＡ 1 1 ◇

総合英語ⅢＢ 1 1 ◇

総合英語ⅣＡ 1 1 ◇

総合英語ⅣＢ 1 1 ◇

総合英語ⅤＡ 1 1 ◇

総合英語ⅤＢ 1 1 ◇

英会話ⅡＡ 1 1 ◇

英会話ⅡＢ 1 1 72 21 25 15 9 2

英会話ⅢＡ 1 1 17 7 0 1 4 5

英会話ⅢＢ 1 1 6 0 0 2 2 2

実践英会話Ⅰ 1 1 （☆ 印を除く） 89 28 25 16 13 7

現代文Ⅰ 1 1

現代文Ⅱ 1 1

総合国語ⅠＡ 1 1

総合国語ⅠＢ 1 1

◇ 総合国語ⅡＡ 1 1

◇ 総合国語ⅡＢ 1 1

地理 1 1

世界史Ⅰ 1 1

世界史Ⅱ 1 1

◇ 人間論Ⅰ 1 1

◇ 経済学 1 1

◇ 哲学 1 1

◇ ※ 法学 2 2

並列

開講

必

修

科

目

2 2

一般必修科目　開設単位数

一般選択科目　開設単位数
（☆ 印を除く）

（☆ 印）

一般科目　開設単位数

保健体育Ⅴ

英会話ⅠＡ

英会話ⅠＢ

実践英会話Ⅱ

古文Ⅰ

古文Ⅱ

1

韓国語Ⅰ

現代社会と宗教Ⅰ

現代日本の政治・経済と法Ⅰ

韓国語Ⅱ

現代社会と宗教Ⅱ

現代日本の政治・経済と法Ⅱ

地域学Ⅱ

ドイツ文化論Ⅱ

並列

開講
1

1

1

注 3), 5)

を参照

1

ライフ＆アースサイエンスＡ

宗教と「こころ」Ⅰ

ライフ＆アースサイエンスＢ

国際金融論Ⅰ

国語国文Ⅱ

並列

開講

ドイツ語Ⅱ

中国語Ⅱ

宗教と「こころ」Ⅱ

国際金融論Ⅱ

1 1

選

択

科

目

保健体育Ⅳ

地域学Ⅰ

ドイツ文化論Ⅰ

並列

開講

別表第１

一般科目（電気情報工学科） 令和４年度第５学年に適用

一般科目 一般科目

注 1)

注 2)

注 3)

注 4)

注 5)

注 6)

※ 印の科目は学修単位科目である。

☆ 印の科目は留学生に対して開設され，◇ 印の科目を代替する。

一般選択科目を 3 単位以上（一般科目合計で 75 単位以上）修得すること。

専門選択科目を 7 単位以上（専門科目合計で 84 単位以上）修得すること。

一般選択科目，専門選択科目，学則第１４条第３項の科目及び学則第１４条の４，第

１４条の５の規定に基づく単位認定を合わせて 18 単位以上（合計で 167 単位以上）

を修得すること。

学則第１４条第３項の科目とは，「防災リテラシー」及び「インターンシップ」であ

る。

日本語Ｃ

日本語Ｄ

日本語Ｅ

日本語Ｆ

国語国文Ⅰ

並列

開講

ドイツ語Ⅰ

中国語Ⅰ

日本史

人間論Ⅱ

アート＆デザインⅠ

アート＆デザインⅡ

日本語Ａ

日本語Ｂ

1



単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 備考 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

＊ 工学基礎 2 2 必修科目 21 25 15 9 2

応用物理Ⅰ 1 1 選択科目 7 0 1 4 5

応用物理Ⅱ 1 1 開設科目 28 25 16 13 7

応用数学ⅠＡ 1 1 必修科目 6 9 18 20 24

応用数学ⅠＢ 1 1 選択科目 0 0 0 4 8

応用数学ⅡＡ 1 1 開設科目 6 9 18 24 32

応用数学ⅡＢ 1 1 必修科目 27 34 33 29 26

電気概論 1 1 選択科目 7 0 1 8 13

電気回路 1 1 開設科目 34 34 34 37 39

交流回路Ⅰ 1 1 1 0 0 1~2 1~2

交流回路Ⅱ 1 1

回路理論 1 1 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

過渡現象論 1 1 必修科目 21 46 61 70 72

電気磁気学Ⅰ 1 1 選択科目 7 7 8 12 17

電気磁気学Ⅱ 1 1 開設科目 28 53 69 82 89

※ 電気磁気学Ⅲ 2 2 必修科目 6 15 33 53 77

アナログ回路 1 1 選択科目 0 0 0 4 12

ディジタル回路 1 1 開設科目 6 15 33 57 89

アナログ信号処理Ⅰ 1 1 必修科目 27 61 94 123 149

アナログ信号処理Ⅱ 1 1 選択科目 7 7 8 16 29

ディジタル信号処理 1 1 開設科目 34 68 102 139 178

インターフェースⅠ 1 1

インターフェースⅡ 1 1

電子工学Ⅰ 1 1

電子工学Ⅱ 1 1 32 64 96 130 ー

エネルギー工学Ⅰ 1 1 26 58 90 124 ー

エネルギー工学Ⅱ 1 1 32 64 96 124 ー

※ 電磁気計測 2 2 一般科目 ー ー ー ー 75

情報リテラシー 1 1 専門科目 ー ー ー ー 84

情報基礎 1 1 全体 ー ー ー ー 167

情報数学 1 1

情報理論 1 1

※ 論理回路 2 2

Ｃ言語 1 1

コンピュータグラフィックス 1 1

Ｃ言語実習 1 1

数値解析実習 1 1

ネットワーク論Ⅰ 1 1

ネットワーク論Ⅱ 1 1

オペレーティングシステムⅠ 1 1

オペレーティングシステムⅡ 1 1

※ 情報システム論 2 2

＊ 電気情報工学実験ⅠＡ 2 2

＊ 電気情報工学実験ⅠＢ 2 2

＊ 電気情報工学実験ⅡＡ 2 2

＊ 電気情報工学実験ⅡＢ 2 2

＊ 電気情報工学実験ⅢＡ 2 2

＊ 電気情報工学実験ⅢＢ 2 2

＊ 電気情報工学実験ⅣＡ 2 2

＊ 電気情報工学実験ⅣＢ 2 2

＊ 創造工学 1 1

＊ 工学基礎研究 1 1

卒業研究 12 12

※ 通信工学 2 2

※ 電気機器 2 2

※ 伝送工学 2 2

制御工学Ⅰ 1 1

制御工学Ⅱ 1 1

※ 半導体工学 2 2

※ 映像メディア工学 2 2

77 6 9 18 20 24

12 0 0 0 4 8

89 6 9 18 24 32

単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

防災リテラシー 1

インターンシップ 1~4 1~2 1~2

一般科目

（☆印を除く）

専門科目

☆印，学則第１４条

第３項の科目を

除いた全科目

標準/進級/学年修了/卒業単位数

（各学年までの累計）

必

修

科

目

一般科目

（☆印を除く）

専門科目

☆印，学則第１４条

第３項の科目を

除いた全科目

学則第１４条第３項の科目

開設単位数（各学年までの累計）

別表第２

専門科目，学則第１４条第３項の科目と標準/進級/学年修了/卒業単位数（電気情報工学科） 令和４年度第５学年に適用

専門科目 開設単位数（各学年の合計）

注 1)

注 2)

注 3)

注 4)

注 5)

注 6)

注 7)

注 8)

＊ 印の科目は当該学年で修得できなかった場合，進級でき

ない科目である。

※ 印の科目は学修単位科目である。

３～５年のすべての専門科目を留学生に開講。

一般選択科目を 3 単位以上（一般科目合計で 75 単位以上）

修得すること。

専門選択科目を 7 単位以上（専門科目合計で 84 単位以上）

修得すること。

一般選択科目，専門選択科目，学則第１４条第３項の科目及

び学則第１４条の４，第１４条の５の規定に基づく単位認定

を合わせて 18 単位以上（合計で 167 単位以上）を修得する

こと。

学則第１４条第３項の科目は，卒業に必要な単位数（167 単

位）に含めることができるが，卒業に必要な一般科目の単位

数（75 単位）及び専門科目の単位数（84 単位）に含めるこ

とができない。

学則第１４条の４及び第１４条の５の規定に基づく単位は，

卒業に必要な単位数（167 単位）に含めることができるが，

卒業に必要な一般科目の単位数（75 単位）及び専門科目の

単位数（84 単位）に含めることができない。

２年 ３年 ４年 ５年

標準単位数

進級単位数

学年修了単位数

卒業単位数

１年

選

択

科

目

注 5), 6) を

参照

専門必修科目　開設単位数

専門選択科目　開設単位数

専門科目　開設単位数

学則第１４条第３項の科目 備考

注 7) を

参照企業・高等教育機関それぞれ 2 単位以内，各学年 2 単位以内

学則第１４条の４及び第１４条の５の

規定に基づく単位認定
単位数 １年 ２年 ３年

3 単位

以内

6 単位

以内

「舞鶴工業高等専門学校知識・技能審査に係る単位認定に関する規定

（準学士課程）」を参照 注 8) を

参照

４年 ５年

「舞鶴工業高等専門学校以外の教育施設における学修に関する規定（準

学士課程）」を参照

備考

舞鶴工業高等専門学校以外の

教育施設における学修

30 単位

以内

知識・技能審査に係る単位認定
6 単位

以内



単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 備考

基礎数学Ⅰ 3 3 2 2

基礎数学Ⅱ 3 3 2 2

基礎数学Ⅲ 2 2 1 1

線形代数Ⅰ 1 1 1 1

線形代数Ⅱ 1 1 1 1

微分積分Ⅰ 2 2 1 1

微分積分Ⅱ 3 3 1 1

微分積分Ⅲ 3 3 1 1

数学演習ⅠＡ 1 1 ◇ 1 1

数学演習ⅠＢ 1 1 1 1

数学演習Ⅱ 1 1 1 1

物理ⅠＡ 1 1 ☆ 1 1

物理ⅠＢ 1 1 ☆ 1 1

物理ⅡＡ 1 1 ☆ 1 1

物理ⅡＢ 1 1 ☆ 1 1

※ 物理Ⅲ ☆ 1 1

※ 化学Ⅲ ☆ 1 1

化学ⅠＡ 1 1 ◇

化学ⅠＢ 1 1 ◇

化学ⅡＡ 1 1 ◇

化学ⅡＢ 1 1 ◇

1 1 ◇

1 1 ◇

保健体育Ⅰ 2 2 ◇

保健体育Ⅱ 2 2 ◇

保健体育Ⅲ 2 2 ◇

総合英語ⅠＡ 2 2 ◇

総合英語ⅠＢ 2 2 ◇

総合英語ⅡＡ 2 2 ◇

総合英語ⅡＢ 2 2 ◇

総合英語ⅢＡ 1 1 ◇

総合英語ⅢＢ 1 1 ◇

総合英語ⅣＡ 1 1 ◇

総合英語ⅣＢ 1 1 ◇

総合英語ⅤＡ 1 1 ◇

総合英語ⅤＢ 1 1 ◇

英会話ⅡＡ 1 1 ◇

英会話ⅡＢ 1 1 72 21 25 15 9 2

英会話ⅢＡ 1 1 17 7 0 1 4 5

英会話ⅢＢ 1 1 6 0 0 2 2 2

実践英会話Ⅰ 1 1 （☆ 印を除く） 89 28 25 16 13 7

現代文Ⅰ 1 1

現代文Ⅱ 1 1

総合国語ⅠＡ 1 1

総合国語ⅠＢ 1 1

◇ 総合国語ⅡＡ 1 1

◇ 総合国語ⅡＢ 1 1

地理 1 1

世界史Ⅰ 1 1

世界史Ⅱ 1 1

◇ 人間論Ⅰ 1 1

◇ 経済学 1 1

◇ 哲学 1 1

◇ ※ 法学 2 2

必

修

科

目

一般必修科目　開設単位数

一般選択科目　開設単位数
（☆ 印を除く）

（☆ 印）

一般科目　開設単位数

1

韓国語Ⅱ

現代社会と宗教Ⅱ

現代日本の政治・経済と法Ⅱ

地域学Ⅱ

ドイツ文化論Ⅱ

並列

開講
1

1

韓国語Ⅰ

現代社会と宗教Ⅰ

現代日本の政治・経済と法Ⅰ

地域学Ⅰ

ドイツ文化論Ⅰ

並列

開講
1

ライフ＆アースサイエンスＢ 国語国文Ⅱ

並列

開講
1

1

ドイツ語Ⅰ

中国語Ⅰ

宗教と「こころ」Ⅰ

1

ドイツ語Ⅱ

中国語Ⅱ

宗教と「こころ」Ⅱ

国際金融論Ⅱ

日本語Ｆ

国語国文Ⅰ

並列

開講
1

日本語Ｃ

日本語Ｄ

並列

開講
2 2

日本語Ｅ

ライフ＆アースサイエンスＡ 国際金融論Ⅰ

別表第１

一般科目（電子制御工学科） 令和４年度第５学年に適用

一般科目 一般科目

注 1)

注 2)

注 3)

注 4)

注 5)

注 6)

※ 印の科目は学修単位科目である。

☆ 印の科目は留学生に対して開設され，◇ 印の科目を代替する。

一般選択科目を 3 単位以上（一般科目合計で 75 単位以上）修得すること。

専門選択科目を 10 単位以上（専門科目合計で 84 単位以上）修得すること。

一般選択科目，専門選択科目，学則第１４条第３項の科目及び学則第１４条の４，第

１４条の５の規定に基づく単位認定を合わせて 21 単位以上（合計で 167 単位以上）

を修得すること。

学則第１４条第３項の科目とは，「防災リテラシー」及び「インターンシップ」であ

る。

日本史

人間論Ⅱ

アート＆デザインⅠ

アート＆デザインⅡ

日本語Ａ

日本語Ｂ

選

択

科

目

保健体育Ⅳ

注 3), 5)

を参照

保健体育Ⅴ

英会話ⅠＡ

英会話ⅠＢ

実践英会話Ⅱ

古文Ⅰ

古文Ⅱ



単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 備考 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

＊ 工学基礎 2 2 必修科目 21 25 15 9 2

応用物理Ⅰ 1 1 選択科目 7 0 1 4 5

応用物理Ⅱ 1 1 開設科目 28 25 16 13 7

応用数学ⅠＡ 1 1 必修科目 6 9 18 21 20

応用数学ⅠＢ 1 1 選択科目 0 0 0 3 12

応用数学ⅡＡ 1 1 開設科目 6 9 18 24 32

応用数学ⅡＢ 1 1 必修科目 27 34 33 30 22

情報リテラシー 1 1 選択科目 7 0 1 7 17

電気基礎Ⅰ 1 1 開設科目 34 34 34 37 39

電気基礎Ⅱ 1 1 1 0 0 1~2 1~2

電子工学Ⅰ 1 1

電子工学Ⅱ 1 1 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

電子回路Ⅰ 1 1 必修科目 21 46 61 70 72

電子回路Ⅱ 1 1 選択科目 7 7 8 12 17

※ ディジタル電子回路 2 2 開設科目 28 53 69 82 89

論理回路 1 1 必修科目 6 15 33 54 74

電気磁気学Ⅰ 1 1 選択科目 0 0 0 3 15

電気磁気学Ⅱ 1 1 開設科目 6 15 33 57 89

力学Ⅰ 1 1 必修科目 27 61 94 124 146

力学Ⅱ 1 1 選択科目 7 7 8 15 32

水力学Ⅰ 1 1 開設科目 34 68 102 139 178

水力学Ⅱ 1 1

熱力学Ⅰ 1 1

熱力学Ⅱ 1 1

材料力学Ⅰ 1 1 32 64 96 130 ー

材料力学Ⅱ 1 1 26 58 90 124 ー

計測工学Ⅰ 1 1 32 64 96 124 ー

計測工学Ⅱ 1 1 一般科目 ー ー ー ー 75

情報処理Ⅰ 1 1 専門科目 ー ー ー ー 84

情報処理Ⅱ 1 1 全体 ー ー ー ー 167

情報処理Ⅲ 1 1

情報処理Ⅳ 1 1

計算機工学Ⅰ 1 1

計算機工学Ⅱ 1 1

振動工学Ⅰ 1 1

振動工学Ⅱ 1 1

制御工学Ⅰ 1 1

制御工学Ⅱ 1 1

※ 制御工学Ⅲ 2 2

＊ メカトロニクス演習 1 1

＊ ＣＡＤ演習ⅠＡ 1 1

＊ ＣＡＤ演習ⅠＢ 1 1

＊ ＣＡＤ演習ⅡＡ 1 1

＊ ＣＡＤ演習ⅡＢ 1 1

＊ ＣＡＤ演習ⅡＣ 1 1

＊ 電子制御実習Ⅰ 2 2

＊ 電子制御実習Ⅱ 2 2

＊ 電子制御実験 4 4

＊ 創造設計プロジェクト 2 2

＊ 機械工学実験 2 2

＊ 制御工学実験 2 2

卒業研究 12 12

※ 数値計算法 2 2

ロボット工学Ⅰ 1 1

※ ロボット工学Ⅱ 2 2

システム制御Ⅰ 1 1

システム制御Ⅱ 1 1

※ アクチュエータ工学 2 2

※ 技術英語 2 2

※ 情報学 2 2

※ 画像処理 2 2

74 6 9 18 21 20

15 0 0 0 3 12

89 6 9 18 24 32

単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

防災リテラシー 1

インターンシップ 1~4 1~2 1~2

１年

別表第２

専門科目，学則第１４条第３項の科目と標準/進級/学年修了/卒業単位数（電子制御工学科） 令和４年度第５学年に適用

専門科目 開設単位数（各学年の合計）

一般科目

（☆印を除く）

専門科目

☆印，学則第１４条

第３項の科目を

除いた全科目

学則第１４条第３項の科目

３年 ４年 ５年

専門選択科目　開設単位数

専門科目　開設単位数

学年修了単位数

卒業単位数

必

修

科

目

選

択

科

目

注 5), 6) を

参照

専門必修科目　開設単位数

２年

標準単位数

進級単位数

開設単位数（各学年までの累計）

一般科目

（☆印を除く）

専門科目

☆印，学則第１４条

第３項の科目を

除いた全科目

標準/進級/学年修了/卒業単位数

（各学年までの累計）

学則第１４条第３項の科目 備考

注 7) を

参照企業・高等教育機関それぞれ 2 単位以内，各学年 2 単位以内

「舞鶴工業高等専門学校知識・技能審査に係る単位認定に関する規定

（準学士課程）」を参照

学則第１４条の４及び第１４条の５の

規定に基づく単位認定
単位数 １年 ２年 ３年 ４年

3 単位

以内

6 単位

以内

注 1)

注 2)

注 3)

注 4)

注 5)

注 6)

注 7)

注 8)

＊ 印の科目は当該学年で修得できなかった場合，進級でき

ない科目である。

※ 印の科目は学修単位科目である。

３～５年のすべての専門科目を留学生に開講。

一般選択科目を 3 単位以上（一般科目合計で 75 単位以上）

修得すること。

専門選択科目を 10 単位以上（専門科目合計で 84 単位以

上）修得すること。

一般選択科目，専門選択科目，学則第１４条第３項の科目及

び学則第１４条の４，第１４条の５の規定に基づく単位認定

を合わせて 21 単位以上（合計で 167 単位以上）を修得する

こと。

学則第１４条第３項の科目は，卒業に必要な単位数（167 単

位）に含めることができるが，卒業に必要な一般科目の単位

数（75 単位）及び専門科目の単位数（84 単位）に含めるこ

とができない。

学則第１４条の４及び第１４条の５の規定に基づく単位は，

卒業に必要な単位数（167 単位）に含めることができるが，

卒業に必要な一般科目の単位数（75 単位）及び専門科目の

単位数（84 単位）に含めることができない。

注 8) を

参照舞鶴工業高等専門学校以外の

教育施設における学修

30 単位

以内

「舞鶴工業高等専門学校以外の教育施設における学修に関する規定（準

学士課程）」を参照

５年 備考

知識・技能審査に係る単位認定
6 単位

以内



単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 備考

基礎数学Ⅰ 3 3 2 2

基礎数学Ⅱ 3 3 2 2

基礎数学Ⅲ 2 2 1 1

線形代数Ⅰ 1 1 1 1

線形代数Ⅱ 1 1 1 1

微分積分Ⅰ 2 2 1 1

微分積分Ⅱ 3 3 1 1

微分積分Ⅲ 3 3 1 1

数学演習ⅠＡ 1 1 ◇ 1 1

数学演習ⅠＢ 1 1 1 1

数学演習Ⅱ 1 1 1 1

物理ⅠＡ 1 1 ☆ 1 1

物理ⅠＢ 1 1 ☆ 1 1

物理ⅡＡ 1 1 ☆ 1 1

物理ⅡＢ 1 1 ☆ 1 1

※ 物理Ⅲ 2 2 ☆ 1 1

化学ⅠＡ 1 1 ☆ 1 1

化学ⅠＢ 1 1 ◇

化学ⅡＡ 1 1 ◇

化学ⅡＢ 1 1 ◇

1 1 ◇

1 1 ◇

保健体育Ⅰ 2 2 ◇

保健体育Ⅱ 2 2 ◇

保健体育Ⅲ 2 2 ◇

総合英語ⅠＡ 2 2 ◇

総合英語ⅠＢ 2 2 ◇

総合英語ⅡＡ 2 2 ◇

総合英語ⅡＢ 2 2 ◇

総合英語ⅢＡ 1 1 ◇

総合英語ⅢＢ 1 1 ◇

総合英語ⅣＡ 1 1 ◇

総合英語ⅣＢ 1 1 ◇

総合英語ⅤＡ 1 1 ◇

総合英語ⅤＢ 1 1 ◇

英会話ⅡＡ 1 1 ◇

英会話ⅡＢ 1 1 ◇

英会話ⅢＡ 1 1 72 21 25 15 9 2

英会話ⅢＢ 1 1 17 7 0 1 4 5

実践英会話Ⅰ 1 1 6 0 0 2 2 2

現代文Ⅰ 1 1 （☆ 印を除く） 89 28 25 16 13 7

現代文Ⅱ 1 1

総合国語ⅠＡ 1 1

総合国語ⅠＢ 1 1

◇ 総合国語ⅡＡ 1 1

◇ 総合国語ⅡＢ 1 1

地理 1 1

世界史Ⅰ 1 1

世界史Ⅱ 1 1

◇ 人間論Ⅰ 1 1

◇ 経済学 1 1

◇ 哲学 1 1

◇ ※ 法学 2 2

一般必修科目　開設単位数

一般選択科目　開設単位数
（☆ 印を除く）

（☆ 印）

一般科目　開設単位数

1

韓国語Ⅱ

現代社会と宗教Ⅱ

現代日本の政治・経済と法Ⅱ

地域学Ⅱ

ドイツ文化論Ⅱ

並列

開講
1

1

韓国語Ⅰ

現代社会と宗教Ⅰ

現代日本の政治・経済と法Ⅰ

地域学Ⅰ

ドイツ文化論Ⅰ

並列

開講
1

1 1

ライフ＆アースサイエンスＡ 宗教と「こころ」Ⅰ

ライフ＆アースサイエンスＢ 国際金融論Ⅰ

国語国文Ⅱ

並列

開講

ドイツ語Ⅱ

中国語Ⅱ

宗教と「こころ」Ⅱ

国際金融論Ⅱ

1 1

人間論Ⅱ

アート＆デザインⅠ

アート＆デザインⅡ

日本語Ａ

日本語Ｃ

日本語Ｄ

日本語Ｅ

日本語Ｆ

国語国文Ⅰ

並列

開講

ドイツ語Ⅰ

中国語Ⅰ

英会話ⅠＢ

実践英会話Ⅱ

古文Ⅰ

古文Ⅱ

日本史

一般科目 一般科目

注 1)

注 2)

注 3)

注 4)

注 5)

注 6)

※ 印の科目は学修単位科目である。

☆ 印の科目は留学生に対して開設され，◇ 印の科目を代替する。

一般選択科目を 3 単位以上（一般科目合計で 75 単位以上）修得すること。

専門選択科目を 2 単位以上（専門科目合計で 84 単位以上）修得すること。

一般選択科目，専門選択科目，学則第１４条第３項の科目及び学則第１４条の４，第

１４条の５の規定に基づく単位認定を合わせて 13 単位以上（合計で 167 単位以上）

を修得すること。

学則第１４条第３項の科目とは，「防災リテラシー」及び「インターンシップ」であ

る。

別表第１

一般科目（建設システム工学科） 令和４年度第５学年に適用

日本語Ｂ

必

修

科

目

選

択

科

目

保健体育Ⅳ

注 3), 5)

を参照

保健体育Ⅴ

英会話ⅠＡ



単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 備考 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

＊ 工学基礎 2 2 必修科目 21 25 15 9 2

建設システム工学概論Ⅰ 1 1 選択科目 7 0 1 4 5

建設システム工学概論Ⅱ 1 1 開設科目 28 25 16 13 7

応用物理Ⅰ 1 1 必修科目 6 9 18 25 24

応用物理Ⅱ 1 1 選択科目 0 0 0 0 6

応用数学ⅠＡ 1 1 開設科目 6 9 18 25 30

応用数学ⅠＢ 1 1 必修科目 27 34 33 34 26

応用数学ⅡＡ 1 1 選択科目 7 0 1 4 11

応用数学ⅡＢ 1 1 開設科目 34 34 34 38 37

情報リテラシー 1 1 1 0 0 1~2 1~2

情報処理 1 1

構造力学ⅠＡ 1 1 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

構造力学ⅠＢ 1 1 必修科目 21 46 61 70 72

構造力学ⅡＡ 1 1 選択科目 7 7 8 12 17

構造力学ⅡＢ 1 1 開設科目 28 53 69 82 89

構造力学ⅢＡ 1 1 必修科目 6 15 33 58 82

構造力学ⅢＢ 1 1 選択科目 0 0 0 0 6

建築一般構造 1 1 開設科目 6 15 33 58 88

建設材料学 1 1 必修科目 27 61 94 128 154

コンクリート構造学Ⅰ 1 1 選択科目 7 7 8 12 23

※ コンクリート構造学Ⅱ 2 2 開設科目 34 68 102 140 177

※ 鋼構造学 2 2

水理学ⅠＡ 1 1

水理学ⅠＢ 1 1

地盤工学ⅠＡ 1 1 32 64 96 130 ー

地盤工学ⅠＢ 1 1 26 58 90 124 ー

※ 地盤工学Ⅱ 2 2 32 64 96 124 ー

※ 環境工学Ⅰ 2 2 一般科目 ー ー ー ー 75

都市計画 1 1 専門科目 ー ー ー ー 84

建築計画I 1 1 全体 ー ー ー ー 167

建築史 1 1

測量学Ⅰ 1 1

測量学Ⅱ 1 1

応用測量学Ⅰ 1 1

応用測量学Ⅱ 1 1

＊ 建設システム工学実験ⅠＡ 1 1

＊ 建設システム工学実験ⅠＢ 1 1

＊ 測量実習 3 3

＊ 建設製図Ⅰ 1 1

＊ 建設製図Ⅱ 2 2

＊ 建設製図制作 3 3

＊ ※ 建設設計製図Ⅰ 2 2

＊ 建設設計製図Ⅱ 2 2

水理学ⅡＡ 1 1

水理学ⅡＢ 1 1

※ 河川工学 2 2

海岸工学 1 1

土木施工Ⅰ 1 1

土木施工Ⅱ 1 1

※ 土木計画 2 2

環境衛生学Ⅰ 1 1

環境衛生学Ⅱ 1 1

環境工学ⅡＡ 1 1

環境工学ⅡＢ 1 1

＊ 建設システム工学実験ⅡＡ 1 1

＊ 建設システム工学実験ⅡＢ 1 1

卒業研究・卒業設計 12 12

※ 数値解析 2 2

応用構造力学 1 1

※ 耐震工学 2 2

地盤防災工学 1 1

82 6 9 18 25 24

6 0 0 0 0 6

88 6 9 18 25 30

単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

防災リテラシー 1

インターンシップ 1~4 1~2 1~2

学則第１４条第３項の科目 備考

注 7) を

参照企業・高等教育機関それぞれ 2 単位以内，各学年 2 単位以内

都市環境

コース科目

選

択

科

目

注 5), 6) を

参照

専門科目　開設単位数

学年修了単位数

卒業単位数

必

修

科

目

一般科目

（☆印を除く）

専門科目

☆印，学則第１４条

第３項の科目を

除いた全科目

学則第１４条第３項の科目

専門必修科目　開設単位数

開設単位数（各学年までの累計）

一般科目

（☆印を除く）

専門科目

☆印，学則第１４条

第３項の科目を

除いた全科目

４年 ５年

標準単位数

１年

専門選択科目　開設単位数

進級単位数

標準/進級/学年修了/卒業単位数

（各学年までの累計）
２年 ３年

注 1)

注 2)

注 3)

注 4)

注 5)

注 6)

注 7)

注 8)

＊ 印の科目は当該学年で修得できなかった場合，進級でき

ない科目である。

※ 印の科目は学修単位科目である。

３～５年のすべての専門科目を留学生に開講。

一般選択科目を 3 単位以上（一般科目合計で 75 単位以上）

修得すること。

専門選択科目を 2 単位以上（専門科目合計で 84 単位以上）

修得すること。

一般選択科目，専門選択科目，学則第１４条第３項の科目及

び学則第１４条の４，第１４条の５の規定に基づく単位認定

を合わせて 13 単位以上（合計で 167 単位以上）を修得する

こと。

学則第１４条第３項の科目は，卒業に必要な単位数（167 単

位）に含めることができるが，卒業に必要な一般科目の単位

数（75 単位）及び専門科目の単位数（84 単位）に含めるこ

とができない。

学則第１４条の４及び第１４条の５の規定に基づく単位は，

卒業に必要な単位数（167 単位）に含めることができるが，

卒業に必要な一般科目の単位数（75 単位）及び専門科目の

単位数（84 単位）に含めることができない。

別表第２

専門科目，学則第１４条第３項の科目と標準/進級/学年修了/卒業単位数（建設システム工学科 都市環境コース） 令和４年度第５学年に適用

専門科目 開設単位数（各学年の合計）

注 8) を

参照

３年

舞鶴工業高等専門学校以外の

教育施設における学修

30 単位

以内

学則第１４条の４及び第１４条の５の

規定に基づく単位認定
単位数 １年 ２年

知識・技能審査に係る単位認定
6 単位

以内

４年 ５年 備考

「舞鶴工業高等専門学校以外の教育施設における学修に関する規定（準

学士課程）」を参照

3 単位

以内

6 単位

以内

「舞鶴工業高等専門学校知識・技能審査に係る単位認定に関する規定

（準学士課程）」を参照



単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 備考 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

＊ 工学基礎 2 2 必修科目 21 25 15 9 2

建設システム工学概論Ⅰ 1 1 選択科目 7 0 1 4 5

建設システム工学概論Ⅱ 1 1 開設科目 28 25 16 13 7

応用物理Ⅰ 1 1 必修科目 6 9 18 25 24

応用物理Ⅱ 1 1 選択科目 0 0 0 0 6

応用数学ⅠＡ 1 1 開設科目 6 9 18 25 30

応用数学ⅠＢ 1 1 必修科目 27 34 33 34 26

応用数学ⅡＡ 1 1 選択科目 7 0 1 4 11

応用数学ⅡＢ 1 1 開設科目 34 34 34 38 37

情報リテラシー 1 1 1 0 0 1~2 1~2

情報処理 1 1

構造力学ⅠＡ 1 1 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

構造力学ⅠＢ 1 1 必修科目 21 46 61 70 72

構造力学ⅡＡ 1 1 選択科目 7 7 8 12 17

構造力学ⅡＢ 1 1 開設科目 28 53 69 82 89

構造力学ⅢＡ 1 1 必修科目 6 15 33 58 82

構造力学ⅢＢ 1 1 選択科目 0 0 0 0 6

建築一般構造 1 1 開設科目 6 15 33 58 88

建設材料学 1 1 必修科目 27 61 94 128 154

コンクリート構造学Ⅰ 1 1 選択科目 7 7 8 12 23

※ コンクリート構造学Ⅱ 2 2 開設科目 34 68 102 140 177

※ 鋼構造学 2 2

水理学ⅠＡ 1 1

水理学ⅠＢ 1 1

地盤工学ⅠＡ 1 1 32 64 96 130 ー

地盤工学ⅠＢ 1 1 26 58 90 124 ー

※ 地盤工学Ⅱ 2 2 32 64 96 124 ー

※ 環境工学Ⅰ 2 2 一般科目 ー ー ー ー 75

都市計画 1 1 専門科目 ー ー ー ー 84

建築計画I 1 1 全体 ー ー ー ー 167

建築史 1 1

測量学Ⅰ 1 1

測量学Ⅱ 1 1

応用測量学Ⅰ 1 1

応用測量学Ⅱ 1 1

＊ 建設システム工学実験ⅠＡ 1 1

＊ 建設システム工学実験ⅠＢ 1 1

＊ 測量実習 3 3

＊ 建設製図Ⅰ 1 1

＊ 建設製図Ⅱ 2 2

＊ 建設製図制作 3 3

＊ ※ 建設設計製図Ⅰ 2 2

＊ 建設設計製図Ⅱ 2 2

建築環境Ⅰ 1 1

建築環境Ⅱ 1 1

建築計画Ⅱ 1 1

建築論 1 1

建築構造Ⅰ 1 1

建築構造Ⅱ 1 1

建築設備Ⅰ 1 1

建築設備Ⅱ 1 1

※ 建築施工 2 2

建築法規 1 1

＊ 建築デザインⅠ 2 2

＊ ※ 建築デザインⅡ 2 2

卒業研究・卒業設計 12 12

※ 数値解析 2 2

応用構造力学 1 1

※ 耐震工学 2 2

地盤防災工学 1 1

82 6 9 18 25 24

6 0 0 0 0 6

88 6 9 18 25 30

単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

防災リテラシー 1

インターンシップ 1~4 1~2 1~2

注 7) を

参照企業・高等教育機関それぞれ 2 単位以内，各学年 2 単位以内

専門必修科目　開設単位数

＊ 印の科目は当該学年で修得できなかった場合，進級でき

ない科目である。

※ 印の科目は学修単位科目である。

３～５年のすべての専門科目を留学生に開講。

一般選択科目を 3 単位以上（一般科目合計で 75 単位以上）

修得すること。

専門選択科目を 2 単位以上（専門科目合計で 84 単位以上）

修得すること。

一般選択科目，専門選択科目，学則第１４条第３項の科目及

び学則第１４条の４，第１４条の５の規定に基づく単位認定

を合わせて 13 単位以上（合計で 167 単位以上）を修得する

こと。

学則第１４条第３項の科目は，卒業に必要な単位数（167 単

位）に含めることができるが，卒業に必要な一般科目の単位

数（75 単位）及び専門科目の単位数（84 単位）に含めるこ

とができない。

学則第１４条の４及び第１４条の５の規定に基づく単位は，

卒業に必要な単位数（167 単位）に含めることができるが，

卒業に必要な一般科目の単位数（75 単位）及び専門科目の

単位数（84 単位）に含めることができない。

専門科目　開設単位数

学則第１４条第３項の科目 備考

建築

コース科目

選

択

科

目

注 5), 6) を

参照

学年修了単位数

卒業単位数

必

修

科

目

一般科目

（☆印を除く）

専門科目

☆印，学則第１４条

第３項の科目を

除いた全科目

学則第１４条第３項の科目

進級単位数

開設単位数（各学年までの累計）

一般科目

（☆印を除く）

専門科目

☆印，学則第１４条

第３項の科目を

除いた全科目

２年 ３年 ４年 ５年

標準単位数

１年
標準/進級/学年修了/卒業単位数

（各学年までの累計）

別表第２

専門科目，学則第１４条第３項の科目と標準/進級/学年修了/卒業単位数（建設システム工学科 建築コース） 令和４年度第５学年に適用

専門科目 開設単位数（各学年の合計）

学則第１４条の４及び第１４条の５の

規定に基づく単位認定
単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 備考

注 1)

注 2)

注 3)

注 4)

注 5)

注 6)

注 7)

注 8)

専門選択科目　開設単位数

3 単位

以内

6 単位

以内

「舞鶴工業高等専門学校知識・技能審査に係る単位認定に関する規定

（準学士課程）」を参照 注 8) を

参照舞鶴工業高等専門学校以外の

教育施設における学修

30 単位

以内

「舞鶴工業高等専門学校以外の教育施設における学修に関する規定（準

学士課程）」を参照

知識・技能審査に係る単位認定
6 単位

以内
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